
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
十
四
号

水
質
調
査
作
業
規
程
準
則

国
土
調
査
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
き
、
水
質
調

査
作
業
規
程
準
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
八
条
）

第
二
章
　
現
地
作
業
（
第
九
条―

第
十
七
条
）

第
三
章
　
室
内
分
析
作
業
（
第
十
八
条―

第
二
十
条
）

第
四
章
　
整
理
作
業
（
第
二
十
一
条―

第
二
十
三
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

号
）
第
二
条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
水
調
査
の
う

ち
、
水
質
に
関
す
る
調
査
（
以
下
「
水
質
調
査
」
と
い

う
。
）
の
作
業
規
程
の
準
則
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
調
査
単
位
区
域
）

第
二
条
　
水
質
調
査
は
、
水
基
本
調
査
作
業
規
程
準
則

（
昭
和
二
十
八
年
総
理
府
令
第
三
十
五
号
。
以
下
「
水

基
本
調
査
準
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

水
調
査
の
基
準
の
設
定
の
た
め
の
調
査
を
行
つ
た
区
域

内
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
調
査
の
内
容
）

第
三
条
　
水
質
調
査
に
お
い
て
は
、
水
基
本
調
査
準
則
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
位
置
に
お
い
て
水

質
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
図
及
び
簿

冊
に
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
水
質
調
査
の
作
業
）

第
四
条
　
水
質
調
査
の
作
業
は
、
現
地
作
業
、
室
内
分
析

作
業
及
び
整
理
作
業
と
す
る
。

（
現
地
作
業
）

第
五
条
　
現
地
作
業
と
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
位
置
に

お
い
て
水
質
に
関
す
る
観
測
及
び
採
水
を
行
う
と
と
も

に
、
採
取
し
た
水
（
以
下
「
試
水
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
室
内
分
析
作
業
の
た
め
に
必
要
な
処
理
を
行
う
作

業
を
い
う
。

（
室
内
分
析
作
業
）

第
六
条
　
室
内
分
析
作
業
と
は
、
現
地
に
お
い
て
採
取
し

た
試
水
に
つ
き
、
室
内
に
お
い
て
理
化
学
的
分
析
及
び

試
験
を
行
う
作
業
を
い
う
。

（
整
理
作
業
）

第
七
条
　
整
理
作
業
と
は
、
現
地
作
業
及
び
室
内
分
析
作

業
の
結
果
を
基
礎
と
し
て
、
水
質
表
、
水
質
平
均
値

表
、
項
目
別
水
質
分
布
図
及
び
水
質
説
明
書
を
作
成
す

る
作
業
を
い
う
。

（
精
度
の
保
持
）

第
八
条
　
調
査
を
行
う
者
及
び
調
査
を
監
督
す
る
者
は
、

常
に
各
種
の
方
法
に
よ
つ
て
検
査
を
行
い
、
調
査
が
良

好
な
精
度
を
保
つ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
現
地
作
業

（
調
査
地
点
の
表
示
）

第
九
条
　
水
質
調
査
に
あ
た
つ
て
は
、
水
基
本
調
査
準
則

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
位
置
に
標
く
い

を
設
置
し
、
調
査
地
点
と
し
て
の
表
示
を
行
う
も
の
と

す
る
。

２
　
標
く
い
の
形
状
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

（
現
地
作
業
に
お
け
る
観
測
）

第
十
条
　
現
地
作
業
に
お
け
る
観
測
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
外
観
及
び
味
、
に
お
い

二
　
天
候

三
　
気
温

四
　
水
温

五
　
ｐ
Ｈ
（
ピ
ー
エ
ツ
チ
）

六
　
電
導
度
又
は
比
抵
抗

七
　
濁
度

八
　
溶
存
酸
素
ガ
ス

２
　
前
項
第
八
号
の
観
測
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る

基
準
に
従
つ
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
湖
沼
及
び
貯
水
池
に
お
い
て
は
、
透
明
度
の
観
測
を

あ
わ
せ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
観
測
の
内
容
及
び
方
法
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

５
　
観
測
に
使
用
す
る
主
要
な
試
薬
及
び
標
準
溶
液
の
作

成
の
方
法
は
、
別
表
第
四
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

６
　
観
測
の
結
果
の
表
示
の
方
法
は
、
別
表
第
五
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
採
水
回
数
の
基
準
）

第
十
一
条
　
調
査
に
あ
た
つ
て
は
、
各
調
査
地
点
に
つ
き

原
則
と
し
て
毎
月
一
回
以
上
採
水
し
、
二
箇
年
か
ら
三

箇
年
の
間
継
続
し
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
採
水
の
方
法
）

第
十
二
条
　
河
川
又
は
水
路
に
あ
つ
て
は
、
調
査
地
点
に

お
い
て
、
流
心
部
と
思
わ
れ
る
場
所
を
選
び
、
そ
の
場

所
に
お
い
て
採
水
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
湖
沼
及
び
貯
水
池
に
あ
つ
て
は
、
成
層
状
態
を
調
査

し
、
成
層
の
状
況
に
応
じ
て
、
層
別
の
採
水
を
行
う
も

の
と
す
る
。

３
　
地
下
水
に
あ
つ
て
は
、
つ
と
め
て
新
鮮
な
状
態
に
し

て
採
水
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
採
水
の
量
）

第
十
三
条
　
採
水
の
量
は
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
か

ら
第
二
十
一
号
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
と

き
は
、
お
お
む
ね
二
・
五
リ
ツ
ト
ル
と
し
、
二
リ
ツ
ト

ル
程
度
の
ビ
ン
及
び
〇
・
五
リ
ツ
ト
ル
程
度
の
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
の
ビ
ン
（
以
下
「
試
水
ビ
ン
」
と
い
う
。
）

に
わ
け
て
採
水
す
る
を
原
則
と
し
、
第
十
九
条
第
一
項

第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
量
を
採
水
す
る
も
の
と
す
る
。

（
採
水
上
の
注
意
）

第
十
四
条
　
採
水
に
用
い
る
器
具
及
び
試
水
ビ
ン
は
、
清

浄
な
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
試
水
ビ
ン
に
は
、
採
水
後
、
直
ち
に
採
水
場
所
、
日

時
等
を
記
載
し
た
標
識
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
試
水
は
、
必
要
あ
る
場
合
は
、
各
項
目
に
つ
き
そ
れ

ぞ
れ
適
当
な
処
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
試
水
の
運
搬
）

第
十
五
条
　
試
水
ビ
ン
は
、
運
搬
に
あ
た
り
破
損
等
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
木
の
わ
く
を
作
る
な
ど
の
処
置
を
講

じ
て
、
す
み
や
か
に
分
析
及
び
試
験
を
行
う
場
所
に
運

搬
す
る
も
の
と
す
る
。

（
野
帳
の
記
載
）

第
十
六
条
　
現
地
作
業
を
行
う
に
あ
た
つ
て
は
、
そ
の
つ

ど
、
観
測
日
時
、
現
地
に
お
け
る
観
測
状
況
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
野
帳
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
野
帳
の
様
式
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
。

（
再
調
査
）

第
十
七
条
　
現
地
作
業
は
、
そ
の
日
ご
と
に
そ
の
結
果
を

整
理
確
認
し
、
必
要
あ
る
場
合
は
、
再
調
査
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
室
内
分
析
作
業

（
試
水
の
管
理
）

第
十
八
条
　
分
析
及
び
試
験
を
行
う
場
所
に
運
搬
さ
れ
た

試
水
ビ
ン
に
は
、
直
ち
に
整
理
番
号
、
採
水
の
場
所
及

び
日
時
並
び
に
採
水
時
の
気
温
、
水
温
等
を
記
載
し
た

標
識
を
新
た
に
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
試
水
の
管
理
に
あ
た
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
直
射
日
光
を
さ
け
る
こ
と
。

二
　
な
る
べ
く
冷
暗
所
に
清
潔
に
保
管
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
凍
結
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
　
試
水
は
、
原
則
と
し
て
分
析
及
び
試
験
の
終
了
後
も

作
業
が
適
正
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
保
存

す
る
も
の
と
す
る
。

（
試
水
の
分
析
及
び
試
験
）

第
十
九
条
　
室
内
分
析
作
業
に
お
け
る
分
析
及
び
試
験

は
、
試
水
に
つ
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ

き
、
な
る
べ
く
す
み
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
ｐ
Ｈ
（
ピ
ー
エ
ツ
チ
）

二
　
Ｒ
ｐ
Ｈ
（
ア
ー
ル
ピ
ー
エ
ツ
チ
）

三
　
全
蒸
発
残
留
物

四
　
溶
解
性
蒸
発
残
留
物

五
　
懸
濁
物

六
　
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

七
　
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

八
　
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
硬
度

九
　
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

十
　
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

十
一
　
塩
素
イ
オ
ン

十
二
　
硫
酸
イ
オ
ン

十
三
　
ア
ル
カ
リ
度
（
ｐ
Ｈ
四
・
三
ア
ル
カ
リ
度
（
ブ

ロ
ム
ク
レ
ゾ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
ア
ル
カ
リ
度
）
及
び
ｐ

Ｈ
八
・
四
ア
ル
カ
リ
度
（
フ
エ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン

ア
ル
カ
リ
度
）
）

十
四
　
酸
度
（
ｐ
Ｈ
四
・
三
酸
度
（
ブ
ロ
ム
ク
レ
ゾ
ー

ル
グ
リ
ー
ン
酸
度
）
及
び
ｐ
Ｈ
八
・
四
酸
度
（
フ
エ

ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
酸
度
）
）

十
五
　
ケ
イ
酸
（
比
色
ケ
イ
酸
）

十
六
　
鉄
（
酸
可
溶
性
鉄
）

十
七
　
リ
ン
（
可
溶
性
リ
ン
）

十
八
　
亜
硝
酸
イ
オ
ン

十
九
　
硝
酸
イ
オ
ン

二
十
　
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
十
一
　
化
学
的
酸
素
消
費
量
（
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ

ウ
ム
法
）

二
十
二
　
生
物
化
学
的
酸
素
消
費
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

二
十
三
　
バ
ク
テ
リ
ヤ
類

二
十
四
　
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

二
十
五
　
そ
の
他
水
質
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

必
要
な
項
目

２
　
前
項
の
項
目
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に

従
つ
て
そ
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
分
析
及
び
試
験
の
方
法
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
に
定
め
る
方
法
が

適
用
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
明
ら

か
に
し
て
他
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
分
析
及
び
試
験
に
使
用
す
る
主
要
な
試
薬
及
び
標
準

溶
液
の
作
成
の
方
法
は
、
別
表
第
四
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

５
　
分
析
及
び
試
験
の
結
果
の
表
示
の
方
法
は
、
別
表
第

五
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
作
業
記
録
）

第
二
十
条
　
分
析
及
び
試
験
の
作
業
を
行
う
に
あ
た
つ
て

は
、
作
業
記
録
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
四
章
　
整
理
作
業

（
水
質
表
及
び
水
質
平
均
値
表
）

第
二
十
一
条
　
水
質
表
は
、
現
地
作
業
及
び
室
内
分
析
作

業
の
結
果
に
基
い
て
、
各
調
査
地
点
ご
と
に
作
成
す
る

も
の
と
す
る
。

２
　
水
質
平
均
値
表
は
、
前
項
の
水
質
表
に
基
い
て
、
各

調
査
地
点
ご
と
の
平
均
値
を
求
め
て
作
成
す
る
も
の
と

す
る
。

３
　
水
質
表
の
様
式
は
、
別
表
第
六
、
水
質
平
均
値
表
の

様
式
は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
項
目
別
水
質
分
布
図
）

第
二
十
二
条
　
項
目
別
水
質
分
布
図
（
以
下
「
分
布
図
」

と
い
う
。
）
は
、
水
質
平
均
値
表
に
記
載
さ
れ
た
平
均

値
を
濃
度
に
よ
つ
て
区
分
し
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
刊
行
し
た
二
十
万
分
の
一
地

勢
図
を
基
礎
と
し
て
、
調
査
単
位
区
域
の
特
性
に
応
じ

少
く
と
も
二
種
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
作
成
し
、
水
質

の
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
濃
度
区
分
及
び
分
布
図
の
様
式
は
、
別
表
第

八
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
水
質
説
明
書
）

第
二
十
三
条
　
水
質
説
明
書
は
、
別
表
第
九
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
従
い
、
水
質
の
特
性
に
つ
い
て
記
載
す
る
も
の

と
す
る
。

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
六
日
総
理
府
令

第
三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
一
七
日
総
理
府
令
第

一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令

第
一
〇
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
国
土
交
通
省
令

第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一

（
略
）

別
表
第
二

項
目

試
薬

器
具

方
法

１

　

外

観味

及

び

に
お
い

（
１
）
　

水
の
色

イ

　

水

色ロ

　

試

水
の
色

ハ

　

液

の
色

（
２
）
　

懸
濁
物

イ

　

性

状ロ
　
色

ハ
　
量

（
３
）
　

沈
殿
物

イ
　
質

ロ
　
色

ハ
　
量

（
４
）
　

味（
５
）
　

に
お
い

（
１
）
　
水
色
は
、
天
然
状

態
に
お
け
る
水
の
色
を
肉

眼
に
よ
つ
て
観
察
す
る
。

（
２
）
　
試
水
の
色
は
、
無

色
透
明
容
器
で
水
の
色
を

肉
眼
に
よ
つ
て
観
察
す
る

。（
３
）
　
液
の
色
は
、
無
色

透
明
容
器
で
上
澄
の
透
明

な
液
の
色
を
肉
眼
に
よ
つ

て
観
察
す
る
。

（
４
）
　
懸
濁
物
、
沈
殿
物

に
つ
い
て
は
、
無
色
透
明

容
器
で
肉
眼
に
よ
つ
て
観

察
す
る
。

（
５
）
　
味
及
び
に
お
い
に

つ
い
て
は
、
必
要
と
認
め

た
と
き
行
う
。

（
６
）
　
水
色
以
外
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
採
水
時
及

び
採
水
後
８
な
い
し
２
４

時
間
経
過
し
た
と
き
の
２

回
観
察
す
る
も
の
と
す
る

。

２

　

気

温

棒

状

水

銀

温

度

計
（
０
．

５

又

は

０

．

２

度

目

盛

の
も
の
）

採
水
場
所
で
日
光
の
直
射

を
避
け
る
等
の
注
意
を
し

て
測
定
す
る
。

３

　

水

温

１

　

棒

状

水

銀

温

度

計

（
０
．
５

又
は
０
．

２

度

目

盛

の

も

の
）

２

　

エ

ク

マ

ン

転

倒

温

度
計

温
度
計
を
水
中
に
じ
ゆ
う

ぶ
ん
長
く
ひ
た
し
、
温
度

平
衡
に
至
ら
し
め
て
か
ら

測
定
す
る
。
棒
状
水
銀
温

度
計
に
あ
つ
て
は
、
水
銀

柱
は
水
中
に
あ
る
よ
う
に

し
て
測
定
す
る
。

３

　

電

気

抵

抗

温
度
計

上

記

の

う

ち

い

ず
れ
か
。

４

　

ｐ

ＨＩ

　

比

色
法

ｐ
Ｈ
指
示

薬Ｂ

Ｃ

Ｇ

（

ブ

ロ

ム

ク
レ
ゾ
ー

ル
グ
リ
ー

ン
）

Ｂ

Ｔ

Ｂ

（

ブ

ロ

ム

チ
モ
ー
ル

ブ
ル
ー
）

Ｐ
Ｒ
（
フ

エ
ノ
ー
ル

レ
ツ
ド
）

そ
の
他
適

宜

比

色

に

よ

る

　

ｐ

Ｈ

測

定

器

（
比
色
管

を

用

い

る
も
の
）

採
水
時
、
試
水
中
の
ガ
ス

の
出
入
を
小
さ
く
す
る
よ

う
に
注
意
し
て
、
す
み
や

か
に
試
水
５
ｍ
ｌ
を
比
色

管
に
と
り
、
ｐ
Ｈ
指
示
薬

を
加
え
、
そ
の
色
を
標
準

色
（
ｐ
Ｈ
０
．
２
お
き
に

区
分
し
た
も
の
）
と
比
べ

る
。
た
だ
し
、
試
水
の
ｐ

Ｈ
が
２
種
の
ｐ
Ｈ
指
示
薬

の
測
定
範
囲
に
あ
る
時
は

両
者
を
共
に
用
い
る
。

Ｉ

Ｉ

　

電

気

的

方

法

（
ガ
ラ
ス

電
極
法
）

ｐ
Ｈ
標
準

緩
衝
溶
液

ガ

ラ

ス

電

極

に

よ

る

ｐ

Ｈ

測

定

器

標
準
ｐ
Ｈ
緩
衝
溶
液
で
じ

ゆ
う
ぶ
ん
検
定
し
て
か
ら

測
定
す
る
。

５

　

電

導
度

電
導
度
標

準
溶
液

電

導

度

計

採
水
場
所
に
お
い
て
電
極

部
を
水
中
に
ひ
た
し
て
測

定
す
る
。
こ
の
場
合
、
水

温
を
あ
わ
せ
て
測
定
す
る

も
の
と
す
る
。
な
お
、
電

極
恒
数
は
調
査
の
開
始
前

及
び
終
了
後
に
お
い
て
検

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
ま
た
電
導
度
は
、
１

８
℃
電
導
度
に
換
算
す
る

。
こ
の
場
合
の
換
算
係
数

は
、
附
図
の
図
表
に
よ
つ

て
求
め
る
。

６

　

濁

度

濁
度
標
準

溶
液

暗
箱

比
色
管

試
水
１
０
０
ｍ
ｌ
を
比
色

管
に
と
り
、
そ
の
濁
り
を

、
特
定
の
濁
度
標
準
溶
液

と
比
べ
る
。

Ｉ

　

白

陶
土
法

Ｉ

Ｉ

　

透

過

光

法

濁
度
計

採
水
場
所
に
お
い
て
国
土

調
査
型
濁
度
計
に
よ
つ
て

測
定
す
る
。

７

　

透

明
度

直

径

３

０

ｃ

ｍ

の

白

色

円
板

円
板
を
水
中
に
沈
め
、
そ

れ
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

の
深
さ
を
求
め
る
。

８

　

溶

存

酸

素

ガ
ス

（
１
）
　
硫

酸
マ
ン
ガ

ン
（
Ｍ
ｎ

Ｓ
Ｏ
４
）

溶
液
（
硫

酸
マ
ン
ガ

ン
１
０
０

ｇ
を
蒸
留

水
に
溶
か

し
て
２
５

０
ｍ
ｌ
と

し

た

も

の
）

（
２
）
　
ヨ

ウ
化
カ
リ

ウ
ム
（
Ｋ

Ｉ
）
水
酸

化
ナ
ト
リ

ウ
ム
（
Ｎ

ａ
Ｏ
Ｈ
）

溶
液
（
水

酸
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
１

０
０
ｇ
と

ヨ
ウ
化
カ

リ
ウ
ム
３

０
ｇ
と
を

蒸
留
水
に

溶
か
し
て

２
０
０
ｍ

ｌ
と
し
た

も
の
）

（
３
）
　
塩

酸
（
Ｈ
Ｃ

ｌ
）
（
（
１

＋
１
）
及

び
（
１
＋

３
）
）

酸

素

ビ

ン（
容
量
　

１

０

０

ｍ

ｌ

前

後
）

試
水
を
酸
素
ビ
ン
に
と
り

、
硫
酸
マ
ン
ガ
ン
溶
液
０

．
５
ｍ
ｌ
を
加
え
、
次
に

ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
・
水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
０
．

５
ｍ
ｌ
を
加
え
て
す
ば
や

く
密
セ
ン
し
、
ビ
ン
を
上

下
に
転
倒
し
た
後
、
３
０

分
間
以
上
放
置
す
る
。
生

じ
た
沈
殿
を
塩
酸
に
溶
か

し
、
デ
ン
プ
ン
を
指
示
薬

と
し
て
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
溶
液
で
滴
定
す
る
。

（
ウ
イ
ン
ク
ラ
ー
法
）

2



（
４
）
　
デ

ン
プ
ン
溶

液（
５
）
　
０

．
０
２
０

０
規
定
チ

オ
硫
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム

（

Ｎ

ａ

２

Ｓ

２

Ｏ

３
・
５
Ｈ

２
Ｏ
）
滴

定
液

（
６
）
　
０

．
１
０
０

規
定
ヨ
ウ

素
酸
カ
リ

ウ
ム
（
Ｋ

Ｉ
Ｏ
３
）

標
準
溶
液

（
７
）
　
ヨ

ウ
化
カ
リ

ウ
ム
（
Ｋ

Ｉ
）
の
固

体

附
図
　
電
導
度
換
算
図
表

（
略
）

別
表
第
三

項
目

試
薬

器具

操
作
の
要
点

１
　
ｐ

Ｈ

別
表
第
二
ｐ
Ｈ
の

項
に
準
ず
る
。

別表第二ｐＨの項に準ずる
。

別
表
第
二
ｐ
Ｈ
の
項
に

準
ず
る
。

２
　
Ｒ

ｐ
Ｈ

ｐ
Ｈ
の
項
と
同
じ

。

ｐＨの項

試
水
２
０
な
い
し
５
０

ｍ
ｌ
を
と
り
、
新
鮮
な

空
気
を
１
０
分
間
じ
ゆ

う
ぶ
ん
に
通
じ
た
後
ｐ

と同じ
。

Ｈ
の
場
合
に
準
じ
て
測

定
す
る
。

３
　
全

蒸
発
残

留
物

蒸発ザラ

試
水
ビ
ン
を
よ
く
振
と

う
し
、
試
水
１
０
０
ｍ

ｌ
を
蒸
発
ザ
ラ
に
と
り

蒸
発
乾
固
し
、
１
０

５
℃
な
い
し
１
１
０
℃

で
１
時
間
乾
燥
、
３
０

分
間
冷
却
を
繰
返
し
恒

量
と
す
る
。
こ
の
場
合

ヒ
ョ
ウ
量
値
の
差
が
、

０
．
５
ｍ
ｇ
以
内
を
も

つ
て
恒
量
と
み
な
す
。

１
１
０
℃
で
乾
固
し
な

い
場
合
は
、
温
度
を
１

８
０
℃
と
す
る
。

〇
４
　

溶
解
性

蒸
発
残

留
物

試
水
を
ロ
紙
（
東
洋
ロ

紙
５
Ｃ
に
相
当
す
る
も

の
）
で
ロ
過
し
、
ロ
液

の
１
０
０
ｍ
ｌ
を
と
り
、

前
項
に
準
じ
て
ロ
液
の

蒸
発
残
留
物
を
測
定
す

る
。
こ
の
場
合
採
水
日

と
ロ
過
を
行
う
日
と
の

間
の
経
過
日
数
を
各
採

水
群
に
つ
い
て
、
同
一

に
保
つ
こ
と
が
望
ま
し

い
。

５
　
懸

濁
物

次
式
に
よ
る
計
算
を
行

つ
て
求
め
る
。

（
懸
濁
物
）＝
（
全
蒸
発

残
留
物
）－

（
溶
解
性

蒸
発
残
留
物
）

〇
６
　

ナ
ト
リ

ウ
ム
イ

オ
ン

炎光光度計

炎
光
分
析
法
に
よ
つ
て

行
う
。

〇
７
　

カ
リ
ウ

ム
イ
オ

ン

炎光光度計

炎
光
分
析
法
に
よ
つ
て

行
う
。

〇
８
　

Ｅ
Ｄ
Ｔ

Ａ
硬
度

（
Ｃ
ａ

＋

Ｍ

ｇ
）

（
１
）
　
０
．
０
１

０
０
ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ
滴
定
液

（
２
）
　
塩
化
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
（
Ｎ
Ｈ

４
Ｃ
ｌ
）
緩
衝
溶

液（
３
）
　
Ｅ
Ｂ
Ｔ
指

示
薬

（
４
）
　
硫
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
（
Ｎ
ａ
２

Ｓ
・
９
Ｈ
２
Ｏ
）

５
％
溶
液

試
水
２
０
な
い
し
５
０

ｍ
ｌ
を
と
り
そ
の
ｐ
Ｈ

４
．
３
ア
ル
カ
リ
度
に

当
量
の
塩
酸
を
加
え
、

か
く
は
ん
し
て
、
炭
酸

ガ
ス
を
追
い
出
し
、
０
．

０
１
０
０
ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ
溶
液
を
滴
定
量

の
約
９
０
％
加
え
て
お

き
、
次
に
緩
衝
溶
液
１

ｍ
ｌ
、
硫
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液
１
ｍ
ｌ
、
Ｅ
Ｂ

Ｔ
指
示
薬
数
滴
を
加
え
、

さ
ら
に
０
．
０
１
０
０

ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
溶

液
を
滴
下
し
、
終
点
を

求
め
る
。

〇
９
　

カ
ル
シ

ウ
ム
イ

オ
ン

Ｉ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ

法

（
１
）
　
０
．
０
５

０
０
規
定
カ
ル
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
標
準

溶
液

（
２
）
　
０
．
０
１

０
０
ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ
　
滴
定
液

（
３
）
　
水
酸
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
（
Ｎ
ａ

Ｏ
Ｈ
）
１
０
％
溶

液（
４
）
　
ム
レ
キ
サ

イ
ド
、
塩
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
混
合
指
示

薬（
５
）
　
硫
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
５
％
溶
液

（
１
）
　
０
．
０
１
０
０

ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
溶

液
の
濃
度
は
、
０
．
０

５
０
０
規
定
カ
ル
シ
ウ

ム
イ
オ
ン
標
準
溶
液
に

よ
つ
て
定
め
る
。

（
２
）
　
試
水
２
０
な
い

し
５
０
ｍ
ｌ
を
と
り
そ

の
ｐ
Ｈ
４
．
３
ア
ル
カ

リ
度
に
当
量
の
塩
酸
を

加
え
、
か
く
は
ん
し
て
、

炭
酸
ガ
ス
を
追
い
出
し
、

次
に
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液
１
ｍ
ｌ
、
硫
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
１
ｍ

ｌ
、
ム
レ
キ
サ
イ
ド
・

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
混
合

指
示
薬
　
０
．
２
ｇ
を

加
え
、
０
．
０
１
０
０

ｍ
ｏ
ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
溶
液

で
滴
定
す
る
。

Ｉ
Ｉ
　

過
マ
ン

ガ
ン
酸

カ
リ
ウ

ム
（
Ｋ

Ｍ
ｎ
Ｏ

４
）
滴

定
法

（
１
）
　
０
．
０
１

０
０
規
定
過
マ
ン

ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム

（
Ｋ
Ｍ
ｎ
Ｏ
４
）

滴
定
液

（
２
）
　
０
．
０
１

０
０
規
定
シ
ュ
ウ

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

（
１
）
　
０
．
０
１
０
０

規
定
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ

リ
ウ
ム
滴
定
液
の
濃
度

は
、
０
．
０
１
０
０
規

定
シ
ユ
ウ
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
標
準
溶
液
で
定
め
る
。

（
２
）
　
試
水
２
０
な
い

し
５
０
ｍ
ｌ
を
と
り
塩

酸
１
ｍ
ｌ
　
を
加
え
て

（
Ｎ
ａ
２
Ｃ
２
Ｏ

４
）
　
標
準
溶
液

（
３
）
　
シ
ユ
ウ
酸

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（

（

Ｎ

Ｈ

４

）

２

（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
２
）

４
％
　
溶
液

（
４
）
　
硫
酸
　

（
Ｈ
２
Ｓ
Ｏ
４
）

（
１
＋
２
）

（
５
）
　
メ
チ
ル
レ

ツ
ド
指
示
薬

（
６
）
　
塩
酸
（
Ｈ

Ｃ
ｌ
）
（
１
＋
１
）

（
７
）
　
６
規
定
ア

ン
モ
ニ
ア
水
（
Ｎ

Ｈ
４
Ｏ
Ｈ
）

熱
し
、
メ
チ
ル
レ
ツ
ド

数
滴
、
４
％
シ
ュ
ウ
酸

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
２
ｍ
ｌ

　
を
加
え
る
。
次
に
ア

ン
モ
ニ
ア
水
で
中
和
し
、

約
３
時
間
放
冷
後
生
じ

た
シ
ユ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
の
沈
殿
を
ロ
別
し
、

沈
殿
を
硫
酸
に
溶
か
し

て
、
約
７
０
℃
に
あ
た

た
め
、
０
．
０
１
０
０

規
定
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ

リ
ウ
ム
で
滴
定
す
る
。

〇
１
０

　
マ
グ

ネ
シ
ウ

ム
イ
オ

ンＩ
　
計

算
法

Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
硬
度
か
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
さ

し
引
く
。

Ｉ
Ｉ
　

Ｅ
Ｄ
Ｔ

Ａ
法

（
１
）
　
０
．
０
１

０
０
ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ
滴
定
液

（
２
）
　
塩
酸
　

（
Ｈ
Ｃ
ｌ
）
（
１
＋

１
）
溶
液

（
３
）
　
Ｅ
Ｂ
Ｔ
　

指
示
薬

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
を

ム
レ
キ
サ
イ
ド
を
指
示

薬
と
し
て
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
で

滴
定
後
、
塩
酸
で
ｐ
Ｈ

を
９
な
い
し
１
０
に
し
、

Ｅ
Ｂ
Ｔ
　
を
指
示
薬
と

し
て
　
０
．
０
１
０
０

ｍ
ｏ
ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
溶
液

で
滴
定
す
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
比
色

法

（
１
）
　
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
比
色

標
準
溶
液
（
１
０

ｍ

ｇ

　

Ｍ

ｇ

／

ｌ
）

（
２
）
　
チ
タ
ン
黄

（
Ｃ
２
８
Ｈ
１
９

Ｎ
５
Ｓ
２
（
Ｓ
Ｏ

３
Ｎ
ａ
）
２
）
０

．
１
５
％
溶
液

（
３
）
　
１
規
定
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

ネスラー比色管

試
水
２
０
ｍ
ｌ
を
と
り

塩
酸
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア

ミ
ン
溶
液
　
１
ｍ
ｌ
、

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液

１
．
０
０
ｍ
ｌ
、
チ
タ

ン
黄
１
．
０
０
ｍ
ｌ
、

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
３

ｍ
ｌ
を
加
え
、
１
０
分

間
経
過
後
、
同
様
に
処

理
し
た
標
準
溶
液
の
発

色
と
ネ
ス
ラ
ー
比
色
管

で
比
較
す
る
。
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（
Ｎ
ａ
Ｏ
Ｈ
）
溶

液（
４
）
　
塩
化
カ
ル

シ
ウ
ム
　
（
Ｃ
ａ

Ｃ
ｌ
２
・
２
Ｈ
２

Ｏ
）
３
％
溶
液

（
５
）
　
塩
酸
ヒ
ド

ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン

（
Ｎ
Ｈ
２
Ｏ
Ｈ
・

Ｈ
Ｃ
ｌ
）
５
％
溶

液

〇
１
１

　
塩
素

イ
オ
ン

Ｉ
　
モ

ー
ル
の

滴
定
法

（
１
）
　
０
．
０
２

０
０
規
定
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
（
Ｎ
ａ

Ｃ
ｌ
）
標
準
溶
液

（
２
）
　
０
．
０
２

０
０
規
定
硝
酸
銀

（
Ａ
ｇ
Ｎ
Ｏ
３
）

滴
定
液

（
３
）
　
ク
ロ
ム
酸

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
２

Ｃ
ｒ
Ｏ
４
）
５
％

溶
液

（
１
）
　
０
．
０
２
０
０

規
定
硝
酸
銀
滴
定
液
の

濃
度
は
、
０
．
０
２
０

０
規
定
塩
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
標
準
溶
液
に
よ
つ
て

定
め
る
。

（
２
）
　
試
水
２
０
ｍ
ｌ

に
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム

溶
液
１
ｍ
ｌ
を
加
え
、

０
．
０
２
０
０
規
定
硝

酸
銀
溶
液
で
滴
定
す
る
。

（
３
）
　
こ
の
方
法
は
１

０
ｍ
ｇ
Ｃ
ｌ－

／
ｌ
以

上
に
適
用
す
る
。

Ｉ
Ｉ
　

比
色
法

（
１
）
　
塩
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
（
Ｎ
ａ
Ｃ

ｌ
）
比
色
標
準
溶

液
　
（
２
０
ｍ
ｇ

Ｃ
ｌ－

／
ｌ
）

（
２
）
　
０
．
３
％

チ
オ
シ
ア
ン
酸
水

銀
（
Ｈ
ｇ
（
Ｃ
Ｎ

Ｓ
）
２
）
ア
ル
コ

ー
ル
溶
液

（
３
）
　
鉄
ミ
ヨ
ウ

バ
ン
（
Ｎ
Ｈ
４
Ｆ

ｅ

（

Ｓ

Ｏ

４

）

２

・

１

２

Ｈ

２

Ｏ
）
６
％
溶
液

ネスラー比色管

（
１
）
　
試
水
２
０
ｍ
ｌ

を
比
色
管
に
と
り
、
チ

オ
シ
ア
ン
酸
水
銀
ア
ル

コ
ー
ル
溶
液
２
．
０
０

ｍ
ｌ
、
鉄
ミ
ヨ
ウ
バ
ン

溶
液
　
４
．
０
０
ｍ
ｌ

を
加
え
、
よ
く
混
合
し
、

１
０
分
間
経
過
後
同
様

に
処
理
し
た
標
準
溶
液

の
発
色
と
比
較
す
る
。

（
２
）
　
こ
の
方
法
は
２

０
ｍ
ｇ
Ｃ
ｌ－

／
ｌ
　

以
下
に
適
用
す
る
。

（
３
）
　
１
０
ｍ
ｇ
～
２

０
ｍ
ｇ
Ｃ
ｌ－

／
ｌ
は

い
ず
れ
の
方
法
で
も
よ

い
。

〇
１
２

　
硫
酸

イ
オ
ン

（
１
）
　
１
規
定
塩

酸
（
Ｈ
Ｃ
ｌ
）

（
２
）
　
塩
化
バ
リ

ウ
ム
（
Ｂ
ａ
Ｃ
ｌ

ネスラー

試
水
２
０
ｍ
ｌ
に
、
１

規
定
塩
酸
（
Ｈ
Ｃ
ｌ
）

０
．
５
ｍ
ｌ
、
塩
化
バ

リ
ウ
ム
・
ゼ
ラ
チ
ン
溶

Ｉ
　
比

濁
法

２
・
２
Ｈ
２
Ｏ
）

・
ゼ
ラ
チ
ン
溶
液

（
３
）
　
硫
酸
カ
リ

ウ
ム
（
Ｋ
２
Ｓ
Ｏ

４
）
　
比
濁
標
準

溶
液

比色管

液
１
ｍ
ｌ
を
加
え
、
そ

の
濁
り
を
同
様
に
処
理

し
た
標
準
溶
液
の
濁
り

と
比
較
す
る
。
な
お
、

こ
の
方
法
は
２
０
ｍ
ｇ

Ｓ
Ｏ
４
２―

／
１
以
下

の
場
合
に
適
用
す
る
。

Ｉ
Ｉ
　

Ｅ
Ｄ
Ｔ

Ａ
法

（
１
）
　
０
．
０
１

０
０
ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ
溶
液

（
２
）
　
０
．
０
２

０
０
規
定
塩
化
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
（
Ｍ

ｇ
Ｃ
ｌ
２
・
６
Ｈ

２
Ｏ
）
滴
定
液

（
３
）
　
０
．
０
２

０
０
規
定
塩
化
バ

リ
ウ
ム
（
Ｂ
ａ
Ｃ

ｌ

２

・

２

Ｈ

２

Ｏ
）
溶
液

（
４
）
　
Ｅ
Ｂ
Ｔ
指

示
薬

（
５
）
　
塩
化
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
　
（
Ｎ

Ｈ
４
Ｃ
ｌ
）
・
ア

ン
モ
ニ
ア
　
（
Ｎ

Ｈ
４
Ｏ
Ｈ
）
緩
衝

溶
液

試
水
５
０
ｍ
ｌ
を
陽
イ

オ
ン
交
換
樹
脂
に
通
じ
、

通
過
液
に
一
定
量
の
０
．

０
２
０
０
規
定
塩
化
バ

リ
ウ
ム
を
加
え
、
加
熱

放
冷
後
、
過
剰
の
　
０
．

０
１
０
０
ｍ
ｏ
ｌ
　
Ｅ

Ｄ
Ｔ
Ａ
溶
液
と
緩
衝
溶

液
を
加
え
、
Ｅ
Ｂ
Ｔ
を

指
示
薬
と
し
て
０
．
０

２
０
０
規
定
塩
化
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
溶
液
で
逆
滴

定
す
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
重
量

法

（
１
）
　
１
規
定
塩

酸
（
Ｈ
Ｃ
ｌ
）

（
２
）
　
塩
化
バ
リ

ウ
ム
（
Ｂ
ａ
Ｃ
ｌ

２
２
Ｈ
２
Ｏ
）
１

０
％
溶
液

試
水
１
０
０
ｍ
ｌ
　
に

１
規
定
塩
酸
を
加
え
、

加
熱
し
て
塩
化
バ
リ
ウ

ム
溶
液
を
加
え
、
生
じ

た
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
　
（
Ｂ

ａ
Ｓ
Ｏ
４
）
の
沈
殿
を

強
熱
ヒ
ヨ
ウ
量
す
る
。

Ｉ
Ｖ
　

比
色
法

（
１
）
　
ク
ロ
ム
酸

バ
リ
ウ
ム
（
Ｂ
ａ

Ｃ
ｒ
Ｏ
４
）
酢
酸

（
Ｃ
Ｈ
３
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｈ
）
　
懸
濁
液

（
２
）
　
ジ
フ
エ
ニ

ル
カ
ル
バ
ジ
ツ
ド

（
Ｃ
１
３
Ｈ
１
４

Ｎ
４
Ｏ
）
ア
ル
コ

ー
ル
溶
液

デユボスク比色計光電比

遠
心
沈
殿
管
に
試
水
５

ｍ
ｌ
　
を
と
り
一
様
な

ク
ロ
ム
酸
バ
リ
ウ
ム
酢

酸
懸
濁
液
２
ｍ
ｌ
　
を

加
え
、
約
１
分
間
振
と

う
し
た
後
、
ア
ン
モ
ニ

ア
性
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液

０
．
５
ｍ
ｌ
及
び
エ
チ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
５
ｍ
ｌ

を
加
え
、
約
１
分
間
振

と
う
し
、
冷
水
中
に
５

分
間
放
置
し
、
次
に
遠

（
３
）
　
ア
ン
モ
ニ

ア
性
カ
ル
シ
ウ
ム

溶
液

（
４
）
　
無
水
エ
チ

ル

ア

ル

コ

ー

ル

（
Ｃ
２
Ｈ
５
Ｏ
Ｈ
）

（
５
）
　
６
規
定
塩

酸（
６
）
　
硫
酸
イ
オ

ン
比
色
標
準
溶
液

色計上記のうちいずれか
。

心
分
離
し
て
、
そ
の
上

澄
液
を
ガ
ラ
ス
フ
イ
ル

タ
ー
で
ロ
過
す
る
。
ロ

液
に
ジ
フ
エ
ニ
ル
カ
ル

バ
ジ
ツ
ド
ア
ル
コ
ー
ル

溶
液
１
ｍ
ｌ
と
６
規
定

塩
酸
０
．
７
ｍ
ｌ
を
加

え
て
、
同
様
に
処
理
し

た
標
準
溶
液
の
発
色
と

５
分
間
後
に
比
較
す
る
。

こ
の
場
合
、
硫
酸
イ
オ

ン
が
２
０
ｍ
ｇ
／
ｌ
以

上
存
在
す
る
と
き
は
、

ジ
フ
エ
ニ
ル
カ
ル
バ
ジ

ツ
ド
を
加
え
な
い
で
ク

ロ
ム
酸
イ
オ
ン
の
黄
色

を
比
色
す
る
。

〇
１
３

　
ア
ル

カ
リ
度

１
３―

１
　
ｐ

Ｈ
４
．

３
ア
ル

カ
リ
度

（
１
）
　
０
．
０
２

０
０
規
定
硫
酸
　

（
Ｈ
２
Ｓ
Ｏ
４
）

滴
定
液

（
１
）
　
ブ
ロ
ム
ク

レ
ゾ
ー
ル
グ
リ
ー

ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
指

示
薬

試
水
５
０
ｍ
ｌ
を
と
り
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
　
を
指
示
薬
と

し
、
ｐ
Ｈ
４
．
３
を
終

点
と
し
て
０
．
０
２
０

０
規
定
硫
酸
で
滴
定
す

る
。

１
３―

２
　
ｐ

Ｈ
８
．

４
ア
ル

カ
リ
度

（
１
）
　
０
．
０
２

０

０

規

定

硫

酸

（
Ｈ
２
Ｓ
Ｏ
４
）
　

滴
定
液

（
２
）
　
フ
エ
ノ
ー

ル

フ

タ

レ

イ

ン

（
Ｐ
Ｐ
）
指
示
薬

試
水
５
０
ｍ
ｌ
を
と
り

フ
エ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ

ン
を
指
示
薬
と
し
、
ｐ

Ｈ
８
．
４
を
終
点
と
し

て
０
．
０
２
０
０
規
定

硫
酸
で
滴
定
す
る
。

〇
１
４

　
酸
度

１
４―

１
　
ｐ

Ｈ
４
．

３
酸
度

（
１
）
　
０
．
０
２

０
０
規
定
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Ｎ

ａ
Ｏ
Ｈ
）
滴
定
液

（
２
）
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
指

示
薬

試
水
５
０
ｍ
ｌ
を
と
り
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
　
を
指
示
薬
と

し
、
ｐ
Ｈ
４
．
３
を
終

点
と
し
て
０
．
０
２
０

０
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ

ウ
ム
溶
液
で
滴
定
す
る
。

１
４―

２
　
ｐ

Ｈ
８
．

４
酸
度

（
１
）
　
０
．
０
２

０
０
０
規
定
水
酸

化

ナ

ト

リ

ウ

ム

（
Ｎ
ａ
Ｏ
Ｈ
）
滴

定
液

（
２
）
　
フ
エ
ノ
ー

ル

フ

タ

レ

イ

ン

（
Ｐ
Ｐ
）
指
示
薬

試
水
５
０
ｍ
ｌ
を
と
り
、

フ
エ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ

ン
を
指
示
薬
と
し
、
ｐ

Ｈ
８
．
４
を
終
点
と
し

て
０
．
０
２
０
０
規
定

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶

液
で
滴
定
す
る
。

〇
１
５

　
ケ
イ

酸（
比
色

ケ

イ

酸
）

（
１
）
　
モ
リ
ブ
デ

ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム

（

５

（

Ｎ

Ｈ

４
）
２
Ｏ
・
１
２

Ｍ
ｏ
Ｏ
３
・
７
Ｈ

２
Ｏ
）
１
０
％
溶

液（
２
）
　
塩
酸
（
Ｈ

Ｃ
ｌ
）
（
１
＋
３
）

（
３
）
　
ク
ロ
ム
酸

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
２

Ｃ
ｒ
Ｏ
４
）
代
用

比
色
標
準
溶
液

（
４
）
　
ケ
イ
フ
ツ

化

ナ

ト

リ

ウ

ム

（
Ｎ
ａ
２
Ｓ
ｉ
Ｆ

６
）
比
色
標
準
溶

液（
５
）
　
ケ
イ
酸

（
Ｓ
ｉ
Ｏ
２
）
比

色
標
準
溶
液

デユボスク比色計光電比色計上記のうちいずれか
。

試
水
２
０
ｍ
ｌ
に
モ
リ

ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
１
０
％
溶
液
　
１
ｍ

ｌ
と
塩
酸
　
１
ｍ
ｌ
を

加
え
、
そ
の
発
色
を
同

様
に
処
理
し
た
ケ
イ
酸

比
色
標
準
溶
液
又
は
ケ

イ
フ
ツ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

比
色
標
準
溶
液
あ
る
い

は
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム

代
用
比
色
標
準
溶
液
の

発
色
と
比
較
す
る
。

１
６
　

鉄（
酸
可

溶

性

鉄
）

（
１
）
　
塩
酸
（
Ｈ

Ｃ
ｌ
）
（
１
＋
１
）

（
２
）
　
オ
ル
ソ
フ

エ
ナ
ン
ス
ロ
リ
ン

（
Ｃ
１
２
Ｈ
８
Ｎ

２
・
Ｈ
２
Ｏ
）
０

．
１
％
溶
液

（
３
）
　
塩
酸
ヒ
ド

ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン

１
０
％
溶
液

（
４
）
　
酢
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
酢
酸
緩

衝
溶
液

（
５
）
　
鉄
比
色
標

準
溶
液

ネスラー比色管デュボスク比色計光電比色計上記のうち

試
水
５
０
ｍ
ｌ
に
塩
酸

５
ｍ
ｌ
を
加
え
、
５
分

間
煮
沸
し
、
放
冷
後
、

塩
酸
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア

ミ
ン
１
０
％
溶
液
１
ｍ

ｌ
、
次
に
酢
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
酢
酸
緩
衝
溶
液

５
ｍ
ｌ
及
び
オ
ル
ソ
フ

エ
ナ
ン
ス
ロ
リ
ン
溶
液

５
ｍ
ｌ
を
加
え
そ
の
発

色
を
同
様
に
処
理
し
た

鉄
比
色
標
準
溶
液
の
発

色
と
比
較
す
る
。
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いずれか
。

１
７
　

リ
ン

（
可
溶

性

リ

ン
）

（
１
）
　
モ
リ
ブ
デ

ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
・
硫
酸
混
液

（
２
）
　
塩
化
第
一

ス
ズ
（
Ｓ
ｎ
Ｃ
ｌ

２
・
２
Ｈ
２
Ｏ
）

０
．
５
％
溶
液

（
３
）
　
リ
ン
比
色

標
準
溶
液

ネスラー比色管デユボスク比色計光電比色計上記のうちいずれか
。

試
水
２
０
ｍ
ｌ
に
モ
リ

ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
・
硫
酸
混
液
０
．
４

ｍ
ｌ
、
塩
化
第
一
ス
ズ

溶
液
１
滴
を
加
え
、
そ

の
発
色
を
同
様
に
処
理

し
た
リ
ン
比
色
標
準
溶

液
の
発
色
と
比
較
す
る
。

１
８
　

亜
硝
酸

イ
オ
ン

（
１
）
　
グ
リ
ー
ス

ロ
ミ
イ
ン
試
薬

（
２
）
　
亜
硝
酸
比

色
標
準
溶
液

ネスラー比色管デユボスク比色計

試
水
２
０
ｍ
ｌ
に
グ
リ

ー
ス
ロ
ミ
イ
ン
試
薬
０
．

２
ｇ
を
加
え
、
そ
の
発

色
を
、
同
様
に
処
理
し

た
亜
硝
酸
比
色
標
準
溶

液
の
発
色
と
比
較
す
る
。

光電比色計上記のうちいずれか
。

１
９
　

硝
酸
イ

オ
ン

Ｉ
　
ジ

フ
エ
ニ

ル
ア
ミ

ン
法

（
１
）
　
ジ
フ
エ
ニ

ル
ア
ミ
ン
（
（
Ｃ

６

Ｈ

５

）

２

Ｎ

Ｈ
）
・
硫
酸
溶
液

（
２
）
　
塩
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
飽
和
溶
液

（
３
）
　
硝
酸
イ
オ

ン
比
色
標
準
溶
液

デュボスク比色計光電比色計上記のうちいずれか
。

試
水
１
ｍ
ｌ
に
１
滴
の

飽
和
食
塩
水
を
加
え
、

さ
ら
に
ジ
フ
エ
ニ
ル
ア

ミ
ン
溶
液
４
ｍ
ｌ
を
加

え
て
冷
却
し
、
同
様
に

処
理
し
た
標
準
溶
液
の

発
色
と
１
時
間
後
に
比

較
す
る
。
な
お
、
亜
硝

酸
イ
オ
ン
が
あ
る
と
き

は
、
そ
れ
を
分
解
し
て

か
ら
比
色
す
る
。

Ｉ
Ｉ
　

フ
エ
ノ

ー
ル
ジ

ス
ル
ホ

ン
酸
法

（
１
）
　
フ
エ
ノ
ー

ル
ジ
ス
ル
ホ
ン
酸

（
Ｃ
６
Ｈ
３
Ｏ
Ｈ

（
Ｓ
Ｏ
３
Ｈ
）
２
）

・
硫
酸
溶
液

（
２
）
　
硫
酸
銀

（
Ａ
ｇ
２
Ｓ
Ｏ
４
）

溶
液

（
３
）
　
１
２
規
定

水
酸
化
カ
リ
ウ
ム

（
Ｋ
Ｏ
Ｈ
）
溶
液

デュボスク比色計光電比

試
水
５
０
ｍ
ｌ
を
磁
製

ザ
ラ
に
と
り
、
水
浴
上

で
蒸
発
乾
固
し
、
フ
エ

ノ
ー
ル
ジ
ス
ル
ホ
ン
酸

硫
酸
溶
液
２
ｍ
ｌ
を
加

え
て
か
く
は
ん
後
、
蒸

留
水
１
０
ｍ
ｌ
を
加
え
、

さ
ら
に
水
酸
化
カ
リ
ウ

ム
溶
液
２
な
い
し
５
ｍ

ｌ
を
加
え
て
、
そ
の
発

色
を
同
様
に
処
理
し
た

（
４
）
　
水
酸
化
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
Ａ

ｌ
（
Ｏ
Ｈ
）
３
）

（
５
）
　
０
．
１
０

０
規
定
硫
酸

（
６
）
　
過
酸
化
水

素
（
Ｈ
２
Ｏ
２
）

水
（
約
２
８
％
）

（
７
）
　
硫
酸
イ
オ

ン
比
色
標
準
溶
液

色計上記のうちいずれか
。

標
準
溶
液
の
色
と
比
較

す
る
。
こ
の
場
合
、
多

量
の
塩
素
イ
オ
ン
、
亜

硝
酸
イ
オ
ン
が
存
在
す

る
と
き
は
、
前
処
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
ア
ニ

リ
ン
法

（
１
）
　
酢
酸
ア
ニ

リ
ン
溶
液

（
２
）
　α

ナ
フ
チ

ル

ア

ミ

ン

溶

液

（
Ｃ
１
０
Ｈ
７
Ｎ

Ｈ
２
）

（
３
）
　
粉
末
亜
鉛

（
Ｚ
ｎ
）

（
４
）
　
酢
酸
ナ
ト

リ

ウ

ム

（

Ｃ

Ｈ

３

・

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｎ

ａ
）

（
５
）
　
塩
酸
・
酢

酸
混
液

（
６
）
　
硝
酸
イ
オ

ン
比
色
標
準
溶
液

同上

試
水
３
０
ｍ
ｌ
に
酢
酸

ア
ニ
リ
ン
溶
液
２
ｍ
ｌ

を
加
え
、
煮
沸
寸
前
ま

で
加
熱
し
、
直
ち
に
１

５
℃
以
下
に
冷
却
し
、

酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
１
ｇ
、

粉
末
亜
鉛
２
ｇ
を
加
え

て
よ
く
振
と
う
す
る
。

１
０
分
間
放
置
し
た
後

ロ
過
し
、
ロ
液
に
塩

酸
・
酢
酸
混
液
２
ｍ
ｌ

を
加
え
、
５
な
い
し
６

分
間
放
置
し
て
、
次
に

α

ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
溶

液
１
ｍ
ｌ
を
加
え
、
同

様
に
処
理
し
た
標
準
溶

液
の
発
色
と
３
０
分
間

後
に
比
較
す
る
。

２
０
　

ア
ン
モ

ニ
ウ
ム

イ
オ
ン

（
１
）
　
ネ
ス
ラ
ー

試
薬

（
２
）
　
酒
石
酸
カ

リ
ウ
ム
ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液
（
ロ
ツ
シ

エ
ル
塩
（
Ｃ
４
Ｈ

４
Ｏ
６
Ｋ
Ｎ
ａ
・

４
Ｈ
２
Ｏ
）
５
０

ｇ
を
蒸
留
水
１
０

０
ｍ
ｌ
に
溶
か
し

た
も
の
）

（
３
）
　
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
比
色
標
準
溶

液（
４
）
　
代
用
比
色

標
準
溶
液

ネスラー比色管光電比色計上記のうちい

試
水
２
０
ｍ
ｌ
に
酒
石

酸
カ
リ
ウ
ム
ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液
０
．
５
ｍ
ｌ
及

び
ネ
ス
ラ
ー
試
薬
０
．

５
ｍ
ｌ
を
加
え
、
そ
の

発
色
を
同
様
に
処
理
し

た
比
色
標
準
溶
液
又
は

代
用
比
色
標
準
溶
液
の

色
と
比
較
す
る
。

ずれか
。

２
１
　

化
学
的

酸
素
消

費

量

（
過
マ

ン
ガ
ン

酸
カ
リ

ウ

ム

法
）

（
１
）
　
０
．
０
１

０
０
規
定
過
マ
ン

ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム

（
Ｋ
Ｍ
ｎ
Ｏ
４
）

溶
液

（
２
）
　
０
．
０
１

０
０
規
定
シ
ユ
ウ

酸
（
Ｃ
２
Ｈ
２
Ｏ

４
・
２
Ｈ
２
Ｏ
）

溶
液

（
３
）
　
硫
酸
（
Ｈ

２
Ｓ
Ｏ
４
）
（
１

＋
３
）

試
水
５
０
ｍ
ｌ
に
硫
酸

５
ｍ
ｌ
、
０
．
０
１
０

０
規
定
過
マ
ン
ガ
ン
酸

カ
リ
ウ
ム
溶
液
１
０
ｍ

ｌ
を
加
え
、
煮
沸
水
浴

中
に
１
５
分
間
保
つ
。

次
に
０
．
０
１
０
０
規

定
シ
ユ
ウ
酸
１
０
ｍ
ｌ

を
加
え
、
０
．
０
１
０

０
規
定
過
マ
ン
ガ
ン
酸

カ
リ
ウ
ム
溶
液
で
滴
定

す
る
。

２
２
　

生
物
化

学
的
酸

素
消
費

量

（
１
）
　
希
釈
水

（
２
）
　
酒
石
酸
カ

リ
ウ
ム
ナ
ト
リ
ウ

ム
溶
液

（
３
）
　
メ
チ
レ
ン

ブ
ル
ウ
０
．
１
％

溶
液
（
メ
チ
レ
ン

ブ
ル
ウ
０
．
１
ｇ

を
蒸
留
水
に
溶
か

し
て
１
０
０
ｍ
ｌ

と
し
た
も
の
）

（
４
）
　
流
動
パ
ラ

フ
イ
ン

（
５
）
　
硫
酸
第
一

鉄
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

溶
液

フランビン

希
釈
試
水
及
び
希
釈
水

の
溶
存
酸
素
ガ
ス
を
定

量
し
、
こ
れ
ら
を
２

０
℃
で
５
日
間
貯
蔵
し

た
後
の
残
存
容
存
酸
素

ガ
ス
を
定
量
し
、
５
日

間
に
お
け
る
酸
素
消
費

量
を
計
算
す
る
。

２
３
　

バ
ク
テ

リ
ア
類

２
３－

１
　
一

般
細
菌

数

普
通
寒
天
培
地

ペトリーザラ

試
水
１
ｍ
ｌ
に
普
通
寒

天
培
地
約
１
．
５
ｍ
ｌ

を
混
和
し
、
３
５
℃
な

い
し
３
７
℃
で
２
２
時

間
な
い
し
２
６
時
間
培

養
す
る
。

２
３－

２
　
大

腸
菌
群

（
１
）
　
乳
糖
ブ
イ

ヨ
ン
培
地

（
２
）
　
Ｂ
Ｇ
Ｌ
Ｂ

培
地

（
３
）
　
Ｅ
Ｍ
Ｂ
平

板
培
地

発酵管ペトリー

試
水
１
０
ｍ
ｌ
ず
つ
５

本
、
各
希
釈
剤
を
培
養

し
、
推
定
試
験
、
確
定

試
験
及
び
完
全
試
験
を

行
つ
て
最
確
数
を
求
め

る
。
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ザラ

２
４
　

プ
ラ
ン

ク
ト
ン

Ｉ
　
沈

殿
法

中
性
ホ
ル
マ
リ
ン

沈殿管

試
水
１
ｌ
を
ビ
ー
カ
ー

に
と
り
、
中
性
ホ
ル
マ

リ
ン
１
ｍ
ｌ
を
加
え
、

か
く
は
ん
静
置
し
て
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
沈
殿
さ

せ
、
こ
れ
を
沈
殿
管
に

移
し
て
２
４
時
間
静
置

後
、
そ
の
容
量
を
沈
殿

管
の
目
盛
に
よ
つ
て
測

定
す
る
。

Ｉ
Ｉ
　

ネ
ツ
ト

法

プランクトンネツト

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ツ
ト

を
用
い
て
一
定
量
の
試

水
を
ロ
過
す
る
。

２
５
　

そ
の
他

の
項
目

適
宜
の
方
法
に
よ
つ
て
実
施
し
て
さ
し
つ
か
え

な
い
。
た
だ
し
、
方
法
を
水
質
表
の
記
事
欄
に

明
示
す
る
こ
と
。

注１
　
○
印
を
附
し
た
項
目
は
、
ロ
過
し
た
試
水
（
東
洋
ロ

紙
５
Ｃ
に
相
当
す
る
も
の
で
ロ
過
。
）
を
用
い
る
。

２
　
器
具
は
特
記
す
べ
き
も
の
の
み
を
示
す
。

３
　
調
査
に
あ
た
り
特
に
重
要
視
す
る
項
目
は
、
さ
ら
に

精
密
な
方
法
に
よ
る
こ
と
。

４
　
懸
濁
物
は
、
特
に
透
明
な
水
の
場
合
は
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

別
表
第
四

区
分

溶
液
名
溶
液
の
作
り
方

摘
要

１

　

電

導

度

（
１
）
　

０
．
１

０
０
規

定
塩
化

カ
リ
ウ

ム
（
Ｋ

Ｃ
ｌ
）

標
準
溶

液

３
．
７
２
８
ｇ
の
塩
化
カ
リ
ウ
ム

を
炭
酸
ガ
ス
を
含
ま
な
い
蒸
留
水

に
溶
か
し
て
５
０
０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

Ｃ

ｌ

　

分

子

量

＝

７
４
．

５

５

３

（
２
）
　

０
．
０

１
０
０

０
．
１
０
０
規
定
塩
化
カ
リ
ウ
ム

標
準
溶
液
を
１
０
倍
及
び
１
０
０

倍
に
う
す
め
る
。

規
定
及

び
０
．

０
０
１

０
０
規

定
塩
化

カ
リ
ウ

ム
標
準

溶
液

２

　

濁
度

濁
度
標

準
溶
液

特
定
の
白
陶
土
１
ｇ
を
蒸
留
水
１

ｌ
に
懸
濁
し
、
こ
れ
を
１
０
倍
に

う
す
め
る
。

白

陶

土

は

１

０

５

℃

で

約

３

時

間

乾

燥

放

冷
後
、

２

０

０

メ

ツ

シ

ユ

の

フ

ル

イ

で

ふ

る

つ

た

も

の

を

用

い
る
。

３

　

溶

存

酸

素

ガ
ス

（
１
）
　

０
．
１

０
０
規

定
ヨ
ウ

素
酸
水

素
カ
リ

ウ

ム

（

Ｋ

Ｈ

（

Ｉ

Ｏ

３

）

２
）
標

準
溶
液

１
．
６
２
５
ｇ
の
ヨ
ウ
素
酸
水
素

カ
リ
ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て

５
０
０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

Ｈ

（
Ｉ
Ｏ

３

）

２

分

子

量
＝

３

８

９

．

９

５１

ｍ

ｏ

ｌ

１

２

当
量

（
２
）
　

０
．
１

０
０
規

定
ヨ
ウ

素
酸
カ

１
．
７
８
３
ｇ
の
ヨ
ウ
素
酸
カ
リ

ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
５
０

０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

Ｉ

Ｏ

３

分

子

量

＝

２

１

リ
ウ
ム

（

Ｋ

Ｉ

Ｏ
３
）

標
準
溶

液

４

．

０
１

１

ｍ

ｏ

ｌ

６

当

量

（
３
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
チ

オ
硫
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム
滴

定

液

（

Ｎ

ａ

２
Ｓ
２

Ｏ
３
・

５
Ｈ
２

Ｏ
）

約
５
ｇ
の
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
す

る
。
こ
の
濃
度
は
０
．
１
０
０
規

定
ヨ
ウ
素
酸
水
素
カ
リ
ウ
ム
標
準

溶
液
又
は
ヨ
ウ
素
酸
カ
リ
ウ
ム
標

準
溶
液
で
定
め
る
。

Ｎ

ａ

２

Ｓ

２

Ｏ

３

・

５

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

２

４
８
．

２

０

６１

ｍ

ｏ

ｌ

１

当

量

４

　

Ｅ

Ｄ

Ｔ

Ａ

硬
度

（
１
）
　

０
．
０

５
０
０

規
定
カ

ル
シ
ウ

ム
イ
オ

ン
標
準

溶
液

２
．
５
０
２
ｇ
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
　
（
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｏ
３
）
を
酸
性
に
し

て
蒸
留
水
に
溶
か
し
５
０
０
ｍ
ｌ

と
す
る
。

Ｃ

ａ

Ｃ

Ｏ

３

分

子

量

＝

１

０

０

．

０

９１

ｍ

ｏ

ｌ

２

当

量

（
２
）
　

０
．
０

１
０
０

ｍ
ｏ
ｌ

Ｅ
Ｄ
Ｔ

Ａ
滴
定

液

４
．
０
ｇ
の
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
及
び
０
．

１
０
ｇ
の
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

（
Ｍ
ｇ
Ｃ
ｌ
２
・
６
Ｈ
２
Ｏ
）
を
８

０
０
ｍ
ｌ
の
蒸
留
水
に
溶
か
し
、

０
．
０
５
０
０
規
定
カ
ル
シ
ウ
ム

イ
オ
ン
標
準
溶
液
で
濃
度
を
測
定

し
、
適
当
に
う
す
め
て
０
．
０
１

０
０
ｍ
ｏ
ｌ
と
す
る
。

Ｅ

Ｄ

Ｔ

Ａ

　

分

子

量

＝

３

７
２
．

２

５

２１

ｍ

ｏ

ｌ

２

当

量

５

　

カ

ル

シ

ウ

ム

イ

オ
ン

（
１
）
　

０
．
０

１
０
０

規
定
過

マ
ン
ガ

ン
酸
カ

リ
ウ
ム

（

Ｋ

Ｍ

ｎ

Ｏ

４
）
滴

定
液

約
１
．
６
ｇ
の
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ

リ
ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
５

０
０
ｍ
ｌ
と
し
て
貯
蔵
し
、
こ
れ

を
１
０
倍
に
う
す
め
て
０
．
０
１

０
０
規
定
溶
液
を
つ
く
る
。
こ
の

濃
度
は
次
の
シ
ユ
ウ
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
標
準
溶
液
で
定
め
る
。

Ｋ

Ｍ

ｎ

Ｏ

４

分

子

量

＝

１

５

８

．

０

３１

ｍ

ｏ

ｌ

５

当

量

（
２
）
　

０
．
１

０
０
規

定
シ
ユ

ウ
酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
（
Ｎ

ａ
２
Ｃ

２

Ｏ

４
）
標

準
溶
液

３
．
３
５
０
０
ｇ
の
シ
ユ
ウ
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て

５
０
０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｎ

ａ

２

Ｃ

２

Ｏ

４

分

子

量

＝

１

３
４
．

０

１

４１

ｍ

ｏ

ｌ

２

当

量

（
３
）
　

０
．
０

１
０
０

規
定
シ

ユ
ウ
酸

ナ
ト
リ

ウ
ム
標

準
溶
液

０
．
１
０
０
規
定
液
を
１
０
倍
に

う
す
め
る
。

６

　

マ

グ

ネ

シ

ウ

ム

イ

オ

ン

Ｅ
Ｄ
Ｔ

Ａ
硬
度

の
場
合

に
同
じ

。

Ｉ

　

滴

定

法
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Ｉ

Ｉ

　

比

色
法

使
用
マ

グ
ネ
シ

ウ
ム
比

色
標
準

溶
液

０
．
０
２
規
定
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
滴
定
液
（
８
の
Ｉ
Ｉ
参
照
）
を

使
用
に
際
し
適
当
に
う
す
め
る
。

た
と
え
ば
、
１
ｍ
ｌ
を
１
０
０
ｍ

ｌ
に
う
す
め
る
と
Ｍ
ｇ
２
．
４
３

ｍ
ｇ
／
ｌ
と
な
る
。

０

．

０

０

２

規

定

の

Ｍ

ｇ

Ｃ

ｌ

２

１

ｍ

ｌ

は

、

Ｍ

ｇ

０

．

２

４

３

ｍ

ｇ

を

含
む
。

７

　

塩

素

イ

オ

ン

（
１
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
塩

化
ナ
ト

リ
ウ
ム

（

Ｎ

ａ

Ｃ
ｌ
）

標
準
溶

液

１
．
１
６
９
ｇ
の
塩
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と

す
る
。

Ｎ

ａ

Ｃ

ｌ

　

分

子

量

＝

５

８

．

４

５

４

Ｉ

　

滴

定

法

（
２
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
硝

酸

銀

（

Ａ

ｇ

Ｎ

Ｏ

３
）
滴

定
液

３
．
４
ｇ
の
硝
酸
銀
を
蒸
留
水
に

溶
か
し
て
１
ｌ
と
す
る
。
こ
の
濃

度
は
０
．
０
２
０
０
規
定
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
標
準
溶
液
で
定
め
る
。

Ａ

ｇ

Ｎ

Ｏ

３

分

子

量

＝

１

６
９
．

８

８

８

Ｉ

Ｉ

　

比

色
法

（
１
）
　

貯
蔵
塩

素
イ
オ

ン
比
色

標
準
溶

液
（
Ｃ

ｌ－

１

０
０
ｍ

ｇ

／

ｌ
）

０
．
２
１
０
３
ｇ
の
塩
化
カ
リ
ウ

ム
（
Ｋ
Ｃ
ｌ
）
　
を
蒸
留
水
に
溶
か

し
て
１
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

Ｃ

ｌ

　

分

子

量

＝

７
４
．

５

５

３

（
２
）
　

使
用
塩

（
１
）
を
使
用
に
際
し
て
適
宜
う
す

め
て
標
準
溶
液
と
す
る
。

素
イ
オ

ン
比
色

標
準
溶

液（
３
）
　

チ
オ
シ

ア
ン
酸

水

銀

（

Ｈ

ｇ

（

Ｃ

Ｎ

Ｓ

）

２
）
０

．
３
％

ア
ル
コ

ー
ル
溶

液

５
ｇ
の
硝
酸
第
二
水
銀
（
Ｈ
ｇ
Ｎ

Ｏ
３
）
を
０
．
５
規
定
硝
酸
２
０

０
ｍ
ｌ
に
溶
か
し
、
鉄
ミ
ヨ
ウ
バ

ン
の
飽
和
溶
液
（
１
規
定
硝
酸
酸

性
）
３
ｍ
ｌ
を
加
え
て
じ
ゆ
う
ぶ

ん
か
く
は
ん
し
な
が
ら
、
溶
液
が

か
す
か
に
着
色
す
る
ま
で
チ
オ
シ

ア
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）

４
％
溶
液
で
滴
定
す
る
。
生
じ
た

沈
殿
を
ガ
ラ
ス
フ
イ
ル
タ
ー
で
ロ

過
し
、
蒸
留
水
で
洗
浄
し
て
風
乾

す
る
。
こ
れ
を
０
．
３
ｇ
と
り
ア

ル
コ
ー
ル
（
９
５
％
）
１
０
０
ｍ

ｌ
に
と
か
し
、
か
つ
色
ビ
ン
中
で

冷
暗
所
に
保
存
す
る
。

（
４
）
　

鉄
ミ
ヨ

ウ
バ
ン

（

Ｎ

Ｈ

４
Ｆ
ｅ

（

Ｓ

Ｏ

４

）

２
・
１

２
Ｈ
２

Ｏ

）

６
％
溶

液

６
ｇ
の
鉄
ミ
ヨ
ウ
バ
ン
を
６
規
定

硝
酸
１
０
０
ｍ
ｌ
に
溶
か
す
。

Ｎ

Ｈ

４

Ｆ

ｅ（
Ｓ
Ｏ

４

）

２

・

１

２

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

４

８

２

．

２
１

８

　

硫

酸

イ

オ

ンＩ

　

比

濁

法

（
１
）
　

使
用
硫

酸
比
濁

標
準
溶

液

０
．
０
２
規
定
硫
酸
滴
定
液
（
９

参
照
）
を
使
用
に
際
し
て
適
当
に

う
す
め
る
。
た
と
え
ば
、
１
ｍ
ｌ

を
５
０
ｍ
ｌ
に
う
す
め
る
と
Ｓ
Ｏ

４
２－

１
９
．
２
ｍ
ｇ
／
ｌ
と
な

る
。

０

．

０

２

規

定

硫

酸

１

ｍ

ｌ

は

Ｓ

Ｏ

４

２

－

０
．

９

６

ｍ

ｇ

を

含

む
。

（
２
）
　

塩
化
バ

リ
ウ
ム

（

Ｂ

ａ

Ｃ

ｌ

２
・
２

Ｈ

２

Ｏ
）
ゼ

ラ
チ
ン

溶
液

３
ｇ
の
ゼ
ラ
チ
ン
を
３
０
０
ｍ
ｌ

の
あ
た
た
か
い
蒸
留
水
に
溶
か
し
、

陽
イ
オ
ン
及
び
陰
イ
オ
ン
交
換
樹

脂
に
通
じ
て
灰
分
を
除
去
し
、
こ

の
通
過
液
と
塩
化
バ
リ
ウ
ム
溶
液

（
３
０
ｇ
の
Ｂ
ａ
Ｃ
ｌ
２
・
２
Ｈ
２

Ｏ
　
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
２
０

０
ｍ
ｌ
と
し
た
も
の
）
と
を
混
じ
、

キ
シ
ロ
ー
ル
を
加
え
て
殺
菌
し
て

お
く
。

Ｂ

ａ

Ｃ

ｌ

２

・

２

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

２

４

４

．

３

１

Ｉ

Ｉ

　

Ｅ

Ｄ

Ｔ

Ａ
法

（
１
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
塩

化
マ
グ

ネ
シ
ウ

ム
（
Ｍ

ｇ
Ｃ
ｌ

２
・
６

Ｈ

２

Ｏ
）
滴

定
液

約
２
．
１
ｇ
の
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と

す
る
。
こ
の
濃
度
は
０
．
０
１
０

０
ｍ
ｏ
ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
で
定
め
る
。

Ｍ

ｇ

Ｃ

ｌ

２

・

６

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

２

０

３

．

３

３１

ｍ

ｏ

ｌ

２

当

量

（
２
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
塩

化
バ
リ

ウ

ム

（

Ｂ

ａ

Ｃ

ｌ

２
・
２

Ｈ

２

Ｏ
）
溶

液

約
２
．
５
ｇ
の
塩
化
バ
リ
ウ
ム
を

蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
す
る
。

こ
の
濃
度
は
０
．
０
１
０
０
ｍ
ｏ

ｌ
　
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
で
定
め
る
。

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

比

色

法

（
１
）
　

貯
蔵
硫

酸
イ
オ

ン
比
色

標
準
溶

１
．
８
１
５
ｇ
の
硫
酸
カ
リ
ウ
ム

（
Ｋ
２
Ｓ
Ｏ
４
）
を
蒸
留
水
に
溶
か

し
て
１
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

２

Ｓ

Ｏ

４

分

子

量

＝

１

液
（
Ｓ

Ｏ
４
２

―

１
０

０
０
ｍ

ｇ

／

ｌ
）

７

４

．
２

（
２
）
　

使
用
硫

酸
イ
オ

ン
比
色

標
準
溶

液

使
用
に
際
し
て
は
（
１
）
を
１
０

倍
な
い
し
１
０
０
倍
に
う
す
め
て

標
準
溶
液
と
す
る
。

（
３
）
　

精
製
ク

ロ
ム
酸

バ
リ
ウ

ム
（
Ｂ

ａ
Ｃ
ｒ

Ｏ
４
）

ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
２
Ｃ
ｒ

Ｏ
４
）
１
％
の
熱
溶
液
８
０
０
ｍ

ｌ
に
塩
化
バ
リ
ウ
ム
（
Ｂ
ａ
Ｃ
ｌ

２
・
２
Ｈ
２
Ｏ
）
１
０
％
の
熱
溶

液
を
、
徐
々
に
上
澄
液
の
黄
色
が

わ
ず
か
に
な
る
ま
で
滴
下
（
約
１

０
０
ｍ
ｌ
）
し
て
、
ク
ロ
ム
酸
バ

リ
ウ
ム
の
沈
殿
を
つ
く
る
。
次
に

沈
殿
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
洗
浄
し
て
２

規
定
塩
酸
１
０
０
ｍ
ｌ
に
溶
解
し
、

蒸
留
水
で
う
す
め
て
７
０
０
ｍ
ｌ

と
す
る
。
こ
の
溶
液
を
熱
し
、
２

規
定
ア
ン
モ
ニ
ア
水
を
溶
液
が
完

全
に
黄
色
に
な
る
ま
で
加
え
て
再

沈
殿
を
行
う
。
生
じ
た
沈
殿
を
じ

ゆ
う
ぶ
ん
洗
浄
し
て
ガ
ラ
ス
フ
イ

ル
タ
ー
で
ロ
過
し
、
１
０
５
℃
で

乾
燥
後
、
メ
ノ
ウ
製
乳
は
ち
で
細

か
く
砕
き
、
貯
蔵
す
る
。

（
４
）
　

ク
ロ
ム

酸
バ
リ

ウ
ム
酢

酸
懸
濁

液

（
３
）
の
ク
ロ
ム
酸
バ
リ
ウ
ム
２
．

５
ｇ
を
０
．
５
０
０
規
定
酢
酸
２

０
０
ｍ
ｌ
に
加
え
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん

振
と
う
し
て
懸
濁
さ
せ
る
。

（
５
）
　

ジ
フ
エ

ニ
ル
カ

ル
バ
ジ

ツ

ド

１
％
ア

ル
コ
ー

ル
溶
液

１
ｇ
の
ジ
フ
エ
ニ
ル
カ
ル
バ
ジ
ツ

ド
（
Ｃ
１
３
Ｈ
１
４
Ｎ
４
Ｏ
）
を

無
水
ア
ル
コ
ー
ル
（
Ｃ
２
Ｈ
５
Ｏ

Ｈ
）
１
０
０
ｍ
ｌ
に
溶
解
し
、
安

定
剤
と
し
て
１
規
定
塩
酸
１
．
０

ｍ
ｌ
を
加
え
、
か
つ
色
ビ
ン
中
に

保
存
す
る
。
（
こ
の
試
薬
は
２
な
い

し
３
週
間
安
定
）

Ｃ

１

３

Ｈ

１

４

Ｎ

４

Ｏ

　

分

子

量

＝

２

４

7



２

．

２
７

（
６
）
　

ア
ン
モ

ニ
ア
性

カ
ル
シ

ウ
ム
溶

液

０
．
３
７
ｇ
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

（
Ｃ
ａ
Ｃ
ｌ
２
・
２
Ｈ
２
Ｏ
）
を
６

規
定
ア
ン
モ
ニ
ア
水
（
Ｎ
Ｈ
４
Ｏ

Ｈ
）
１
０
０
ｍ
ｌ
を
溶
解
し
、
密

セ
ン
し
て
保
存
す
る
。

Ｃ

ａ

Ｃ

ｌ

２

・

２

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

１

４

７

．

０

２

９

　

ア

ル

カ

リ

度

（
１
）
　

０
．
２

０
０
規

定
炭
酸

ナ
ト
リ

ウ

ム

（

Ｎ

ａ

２
Ｃ
Ｏ

３
）
標

準
溶
液

５
．
３
０
０
ｇ
の
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
５
０
０

ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｎ

ａ

２

Ｃ

Ｏ

３

分

子

量

＝

１

０

６

．

０

０

４

（
２
）
　

０
．
２

０
０
規

定
硫
酸

（

Ｈ

２

Ｓ

Ｏ

４
）
貯

蔵
溶
液

濃
硫
酸
６
ｍ
ｌ
を
蒸
留
水
に
溶
か

し
て
１
ｌ
と
す
る
。
こ
の
濃
度
は

０
．
２
０
０
規
定
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
標
準
溶
液
で
定
め
る
。

Ｈ

２

Ｓ

Ｏ

４

分

子

量

＝

９

８

．

０

８

０濃

硫

酸

は

３

６

規
定

（
３
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
硫

酸
滴
定

液

（
２
）
の
０
．
２
０
０
規
定
硫
酸
溶

液
を
１
０
倍
に
う
す
め
る
。

１

０

　

酸

度

（
１
）
　

０
．
２

０
０
規

定
水
酸

化
ナ
ト

炭
酸
イ
オ
ン
を
含
ま
な
い
濃
水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
適
当
に
う

す
め
る
。
こ
の
濃
度
は
０
．
２
０

０
規
定
硫
酸
貯
蔵
溶
液
で
定
め
る
。

Ｎ

ａ

Ｏ

Ｈ

　

分

子

量

＝

４

リ
ウ
ム

（

カ

セ

イ
ソ
ー

ダ
Ｎ
ａ

Ｏ
Ｈ
）

貯
蔵
溶

液

０

．

０

０

５

（
２
）
　

０
．
０

２
０
０

規
定
水

酸
化
ナ

ト
リ
ウ

ム
（
カ

セ
イ
ソ

ー
ダ
）

滴
定
液

０
．
２
０
０
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ

ウ
ム
溶
液
を
１
０
倍
に
う
す
め
る
。

１

１

　

ケ

イ
酸

（
１
）
　

ク
ロ
ム

酸
カ
リ

ウ

ム

（

Ｋ

２

Ｃ
ｒ
Ｏ

４
）
代

用
比
色

標
準
溶

液
（
Ｓ

ｉ
Ｏ
２

５
０
ｍ

ｇ
／
ｌ

相
当
）

０
．
２
６
５
ｇ
の
ク
ロ
ム
酸
カ
リ

ウ
ム
と
約
１
０
ｇ
の
ホ
ウ
砂
（
Ｎ

ａ
２
Ｂ
４
Ｏ
７
・
１
０
Ｈ
２
Ｏ
）

を
蒸
留
水
に
溶
解
し
て
１
ｌ
と
す

る
。

Ｋ

２

Ｃ

ｒ

Ｏ

４

　

分

子

量

＝

１

９

４

．

２

０

（

比

色

ケ

イ酸
）

Ｓ

ｉ

Ｏ

２

分

子

量

＝

６

０

．

０

６

（
２
）
　

ケ
イ
フ

ツ
化
ナ

ト
リ
ウ

ム

　

（

Ｎ

ａ

２
Ｓ
ｉ

Ｆ
６
）

比
色
標

準
溶
液

（

Ｓ

ｉ

Ｏ
２
１

０
０
ｍ

０
．
３
１
３
ｇ
の
ケ
イ
フ
ツ
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て

１
ｌ
と
す
る
。

Ｎ

ａ

２

Ｓ

ｉ

Ｆ

６

分

子

量

＝

１

８

８

．

０

５

ｇ

／

ｌ
）

（
３
）
　

ケ
イ
酸

（

Ｓ

ｉ

Ｏ
２
）

比
色
標

準
溶
液

０
．
５
０
０
ｇ
の
精
製
し
た
無
水

ケ
イ
酸
を
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Ｎ

ａ
２
Ｃ
Ｏ
３
）
で
融
解
し
、
蒸
留

水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
し
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
ビ
ン
中
に
保
存
す
る
。

こ
の
場
合
、
中
和
あ
る
い
は
酸
性

と
し
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
使
用
に
際
し
て
は
、

こ
れ
を
適
当
に
う
す
め
て
標
準
溶

液
と
す
る
。

（
４
）
　

モ
リ
ブ

デ
ン
酸

ア
ン
モ

ニ
ウ
ム

（

５

（

Ｎ

Ｈ

４
）
２

Ｏ
・
１

２
Ｍ
ｏ

Ｏ
３
・

７
Ｈ
２

Ｏ
）
１

０
％
溶

液

１
０
ｇ
の
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１

０
０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

５（
Ｎ
Ｈ

４

）

２Ｏ

・

１

２

Ｍ

ｏ

Ｏ３

・

７

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

２

１

１

３

．

９
１

１

２

　
鉄

（
１
）
　

貯
蔵
鉄

（
Ｆ
ｅ
）

比
色
標

準
溶
液

　
（

Ｆ

ｅ
２
０

０
ｍ
ｇ

／
ｌ
）

０
．
２
０
０
ｇ
の
純
鉄
（
た
と
え

ば
、
電
解
鉄
又
は
ピ
ア
ノ
線
）
を

２
０
ｍ
ｌ
の
硫
酸
（
１
＋
５
）
に

溶
か
し
、
さ
ら
に
蒸
留
水
を
加
え

て
１
ｌ
と
す
る
。

Ｆ

ｅ

　

原

子

量

＝

５

５

．

８
５

（

酸

可

溶

性鉄
）

（
２
）
　

使
用
鉄

比
色
標

準
溶
液

（

Ｆ

ｅ

１
ｍ
ｇ

／
ｌ
）

貯
蔵
鉄
標
準
溶
液
を
蒸
留
水
で
２

０
０
倍
に
う
す
め
る
。

（
３
）
　

オ
ル
ソ

フ
エ
ナ

ン
ス
ロ

リ

ン

（

Ｃ

１

２
Ｈ
８

Ｎ
２
・

Ｈ

２

Ｏ
）
０

．
１
％

溶
液

０
．
１
ｇ
の
オ
ル
ソ
フ
ェ
ナ
ン
ス

ロ
リ
ン
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１

０
０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｃ

１

２

Ｈ

８

Ｎ

２

・

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

１

９

８

．

２

１

６

（
４
）
　

塩
酸
ヒ

ド
ロ
キ

シ
ル
ア

ミ

ン

（

Ｎ

Ｈ

２

Ｏ

Ｈ
・
Ｈ

Ｃ
ｌ
）

１
０
％

溶
液

１
０
ｇ
の
塩
酸
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア

ミ
ン
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
０

０
ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｎ

Ｈ

２

Ｏ

Ｈ

・

Ｈ

Ｃ

ｌ

　

分

子

量

＝

６
９
．

４

９

７

（
５
）
　

酢
酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
、
酢

酸
緩
衝

溶

液

（

ｐ

Ｈ

４

．

６
）

１
規
定
酢
酸
（
Ｃ
Ｈ
３
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
）

を
５
０
０
ｍ
ｌ
（
２
８
．
６
ｍ
ｌ

の
氷
酢
酸
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て

５
０
０
ｍ
ｌ
と
し
た
も
の
）
と
１

規
定
酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Ｃ
Ｈ
３

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
ａ
）
５
０
０
ｍ
ｌ
（
６

８
．
０
４
ｇ
酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

蒸
留
水
に
溶
か
し
て
５
０
０
ｍ
ｌ

と
し
た
も
の
）
と
を
混
合
す
る
。

Ｃ

Ｈ

３

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｈ

　

分

子

量

＝

６

０

．

０

５Ｃ

Ｈ

３

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｎ
ａ
．

３

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

１

３
６
．

０

８

５
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１

３

　

リ

ン

（
１
）
　

貯
蔵
リ

ン
比
色

標
準
溶

液
（
Ｐ

１
０
０

ｍ
ｇ
／

ｌ
）

０
．
４
３
９
ｇ
の
リ
ン
酸
二
水
素

カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
Ｈ
２
Ｐ
Ｏ
４
）
を

蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
す
る
。

こ
の
際
、
キ
シ
ロ
ー
ル
を
加
え
て

殺
菌
し
て
お
く
。

Ｋ

Ｈ

２

Ｐ

Ｏ

４

分

子

量

＝

１

３

６

．

０

９

１

（

可

溶

性

リン
）

Ｐ

原

子

量

＝

３

０

．

９

７

５

（
２
）
　

使
用
リ

ン
比
色

標
準
溶

液
（
Ｐ

ｌ
ｍ
ｇ

～
０
．

１
ｍ
ｇ

／
ｌ
）

（
１
）
を
使
用
に
際
し
て
１
０
０
倍

な
い
し
１
０
０
０
倍
に
う
す
め
る
。

（
３
）
　

モ
リ
ブ

デ
ン
酸

ア
ン
モ

ニ
ウ
ム

硫
酸
混

液

１
０
ｇ
の
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
９

０
ｍ
ｌ
に
し
た
も
の
と
硫
酸
（
１

＋
１
）
を
正
確
に
１
：
３
の
割
合

に
ま
ぜ
る
。

（
４
）
　

塩
化
第

一
ス
ズ

（

Ｓ

ｎ

Ｃ

ｌ

２
・
２

Ｈ

２

Ｏ

）
　

０

．

５
％
溶

液

０
．
５
ｇ
の
塩
化
第
一
ス
ズ
を
濃

塩
酸
１
０
ｍ
ｌ
に
熱
し
な
が
ら
時

間
を
か
け
て
溶
か
し
、
後
で
蒸
留

水
で
　
１
０
０
ｍ
ｌ
に
う
す
め
る
。

Ｓ

ｎ

Ｃ

ｌ

２

・

２

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

２

２

５

．

６

５

な
お
、
貯
蔵
に
あ
た
つ
て
は
、
ス

ズ
の
金
属
片
を
入
れ
て
お
く
。
貯

蔵
液
に
黒
い
沈
殿
が
生
じ
た
場
合

は
、
ロ
過
し
て
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

１

４

　

亜

硝

酸
（
１
）
　

貯
蔵
亜

硝
酸
比

色
標
準

０
．
４
９
３
ｇ
の
亜
硝
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
　
（
Ｎ
ａ
Ｎ
Ｏ
２
）
　
を
蒸
留

水
に
溶
か
し
て
　
１
ｌ
と
す
る
。

こ
の
際
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
加
え

Ｎ

ａ

Ｎ

Ｏ

２

分

子

量

イ

オ

ン

溶

液

（

Ｎ

Ｏ

２―

Ｎ

１
０
０

ｍ
ｇ
／

ｌ
）

て
殺
菌
し
て
お
く
。
あ
る
い
は
亜

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
代
り
に
０
．

６
０
７
５
ｇ
の
亜
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

（
Ｋ
Ｎ
Ｏ
２
）
を
用
い
て
も
よ
い
。＝

６

９

．

０

０

５Ｋ

Ｎ

Ｏ

２

分

子

量

＝

８
５
．

１

０

４

（
２
）
　

使
用
亜

硝
酸
比

色
標
準

溶

液

（

Ｎ

Ｏ

２―

Ｎ

１
ｍ
ｇ

～
０
．

１
ｍ
ｇ

／
ｌ
）

（
１
）
を
使
用
に
際
し
て
１
０
０
な

い
し
１
０
０
０
倍
に
う
す
め
る
。

（
３
）
　

グ
リ
ー

ス
ロ
ミ

イ
ン
試

薬

８
９
ｇ
の
酒
石
酸
（
（
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｈ
・

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
）
２
）
を
乳
ば
ち
で
細

か
く
す
り
、
こ
れ
に
１
０
ｇ
の
ス

ル
フ
ア
ニ
ル
酸
（
Ｎ
Ｈ
２
Ｃ
６
Ｈ

４
・
Ｈ
Ｓ
Ｏ
３
）
及
び
１
ｇ
のα

ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
（
Ｃ
１
０
Ｈ

７
・
Ｎ
Ｈ
２
）
を
混
じ
て
じ
ゆ
う

ぶ
ん
に
す
り
あ
わ
せ
、
か
つ
色
の

共
セ
ン
ビ
ン
に
貯
え
る
。

（
Ｃ
Ｈ

ＯＨ

・

Ｃ

Ｏ

Ｏ
Ｈ
）

２

　

分

子

量

＝

１

５

０

．

０
９

Ｎ

Ｈ

２

Ｃ

６

Ｈ

４

・

Ｈ

Ｓ

Ｏ

３

　

分

子

量

＝

１

７

３

．

１

９Ｃ

１

０

Ｈ

７

・

Ｎ

Ｈ

２

分

子

量

＝

１

４

３

．

１

８

１

５

　

硫

酸

イ

オ
ン

（
１
）
　

貯
蔵
硝

酸
比
色

標
準
溶

液
（
Ｎ

Ｏ
３―

Ｎ
１
０

０
ｍ
ｇ

／
ｌ
）

０
．
７
２
２
ｇ
の
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

（
Ｋ
Ｎ
Ｏ
３
）
を
蒸
留
水
に
溶
か
し

て
１
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

Ｎ

Ｏ

３

分

子

量

＝

１

０

１

．

１

０

４

Ｉ

　

ジ

フ

エ

ニ

ル

ア

ミ

ン

法

（
２
）
　

使
用
硝

酸
比
色

標
準
溶

液
（
Ｎ

Ｏ
３―

Ｎ
１
ｍ

ｇ
～
０

．
１
ｍ

ｇ

／

ｌ
）

（
１
）
を
使
用
に
際
し
て
１
０
０
な

い
し
１
０
０
０
倍
に
う
す
め
る
。

（
３
）
　

ジ
フ
エ

ニ
ル
ア

ミ
ン
硫

酸
溶
液

０
．
０
８
５
ｇ
の
ジ
フ
エ
ニ
ル
ア

ミ
ン
（
（
Ｃ
６
Ｈ
５
）
２
Ｎ
Ｈ
）
に

硫
酸
（
１
＋
３
）
　
１
９
０
ｍ
ｌ
を

加
え
、
さ
ら
に
濃
硫
酸
を
注
ぎ
、

全
量
を
５
０
０
ｍ
ｌ
に
す
る
。

（
Ｃ
６

Ｈ
５
）

２

Ｎ

Ｈ

　

分

子

量

＝

１

６

９

．

２
２

Ｉ

Ｉ

　

フ

エ

ノ

ー

ル

ジ

ス

ル

ホ

ン

酸

法

（
１
）
　

フ
エ
ノ

ー
ル
ジ

ス
ル
ホ

ン
酸
硫

酸
溶
液

２
５
ｇ
の
純
フ
エ
ノ
ー
ル
（
Ｃ
６

Ｈ
５
Ｏ
Ｈ
）
を
冷
却
し
な
が
ら
、

濃
硫
酸
（
９
５
％
以
上
）
　
１
５
０

ｍ
ｌ
に
溶
か
し
、
さ
ら
に
発
煙
硫

酸
（
Ｓ
Ｏ
３
１
５
％
以
上
）
７
５

ｍ
ｌ
を
加
え
て
２
時
間
加
熱
す
る
。

フ

エ

ノ

ー

ル

ジ

ス

ル

ホ

ン

酸（
Ｃ
６

Ｈ

３

Ｏ

Ｈ

（
Ｓ
Ｏ

３
Ｈ
）

２
）
　

分

子

量

＝

２

５

４

．

２
４

（
２
）
　

硫
酸
銀

（

Ａ

ｇ

２
Ｓ
Ｏ

４
）
溶

液

４
．
３
９
７
ｇ
の
硫
酸
銀
を
蒸
留

水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
す
る
。
（
こ

の
溶
液
１
ｍ
ｌ
は
　
Ｃ
ｌ－

１
ｍ

ｇ
に
相
当
す
る
。
）

Ａ

ｇ

２

Ｓ

Ｏ

４

分

子

量

＝

３

１

１

．

３

２

６

（
３
）
　

１
２
規

定
水
酸

化
カ
リ

ウ

ム

（

Ｋ

Ｏ

Ｈ
）
溶

液

６
７
．
３
ｇ
の
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム

を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
　
１
０
０

ｍ
ｌ
と
す
る
。

Ｋ

Ｏ

Ｈ

　

分

子

量

＝

５
６
．

１

０

８

（
４
）
　

水
酸
化

ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム

（

Ａ

ｌ

（
Ｏ
Ｈ
）

３
）

１
０
ｇ
の
ミ
ヨ
ウ
バ
ン
（
Ｋ
Ａ
ｌ

（
Ｓ
Ｏ
４
）
２
・
１
２
Ｈ
２
Ｏ
）
を

蒸
留
水
２
０
０
ｍ
ｌ
　
に
溶
か
し
、

ア
ン
モ
ニ
ア
水
を
加
え
て
水
酸
化

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
沈
殿
さ
せ
、
こ

れ
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
洗
浄
す
る
。

Ｋ

Ａ

ｌ（
Ｓ
Ｏ

４

）

２

・

１

２

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量

＝

４

７

４

．

３
９

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

ア

ニ

リ

ン

法

（
１
）
　

酢
酸
ア

ニ
リ
ン

溶
液

精
製
ア
ニ
リ
ン
（
Ｃ
６
Ｈ
５
Ｎ
Ｈ

２
）
３
ｍ
ｌ
に
氷
酢
酸
３
ｍ
ｌ
を

加
え
、
蒸
留
水
で
う
す
め
て
　
１

０
０
ｍ
ｌ
と
す
る
。
こ
の
際
、
濁

り
が
あ
れ
ば
ロ
過
す
る
。

Ｃ

６

Ｈ

５

Ｎ

Ｈ

２

分

子

量

＝

９

３

．

１
２
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（
２
）
　

α

ナ

フ
チ
ル

ア
ミ
ン

（

Ｃ

１

０
Ｈ
７

Ｎ

Ｈ

２
）
溶

液

２
ｇ
のα

ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
粉

末
に
し
、
氷
酢
酸
２
０
ｍ
ｌ
を
加

え
、
蒸
留
水
で
う
す
め
て
１
０
０

ｍ
ｌ
と
す
る
。
こ
の
際
、
黒
い
沈

殿
が
あ
れ
ば
ロ
過
す
る
。
（
こ
の
溶

液
の
保
存
期
間
は
１
週
間
）

Ｃ

１

０

Ｈ

７

Ｎ

Ｈ

２

分

子

量

＝

１

４

３

．

１
８

（
３
）
　

粉
末
亜

鉛
（
Ｚ

ｎ
）

粉
末
亜
鉛
を
稀
塩
酸
（
あ
る
い
は

稀
酢
酸
）
で
よ
く
洗
い
、
次
に
塩

素
イ
オ
ン
の
反
応
が
な
く
な
る
ま

で
蒸
留
水
で
洗
浄
す
る
。

Ｚ

ｎ

　

原

子

量

＝

６

５

．

３
８

（
４
）
　

塩
酸
・

酢
酸
混

液

６
規
定
塩
酸
と
６
規
定
酢
酸
と
を

等
容
量
混
合
す
る
。

１

６

　

ア

ン

モ

ニ

ウ

ム

イ

オ
ン

（
１
）
　

貯
蔵
ア

ン
モ
ニ

ウ
ム
比

色
標
準

溶

液

（

Ｎ

Ｈ

４
Ｎ
１

０
０
ｍ

ｇ

／

ｌ
）

０
．
３
８
１
９
ｇ
の
塩
化
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
（
Ｎ
Ｈ
４
Ｃ
ｌ
）
に
０
．

１
ｇ
の
昇
コ
ウ
を
加
え
、
蒸
留
水

に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
す
る
。
あ
る

い
は
０
．
４
７
１
７
ｇ
の
硫
酸
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
（
（
Ｎ
Ｈ
４
）
２
Ｓ
Ｏ

４
）
に
０
．
１
ｇ
の
昇
コ
ウ
を
加

え
、
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と

す
る
。

Ｎ

Ｈ

４

Ｃ

ｌ

　

分

子

量

＝

５

３

．

５

０（
Ｎ
Ｈ

４

）

２

Ｓ

Ｏ

４

分

子

量

＝

１

３

２

．

１

４

６

（
２
）
　

使
用
ア

ン
モ
ニ

ウ
ム
比

色
標
準

溶

液

（

Ｎ

Ｈ

４―

Ｎ

１
ｍ
ｇ

～
０
．

（
１
）
を
使
用
に
際
し
て
１
０
０
な

い
し
１
０
０
０
倍
に
う
す
め
る
。

１
ｍ
ｇ

／
ｌ
）

（
３
）
　

ネ
ス
ラ

ー
試
薬

１
．
０
ｇ
の
ヨ
ウ
化
水
銀
（
Ｈ
ｇ

Ｉ
２
）
と
５
．
０
ｇ
の
臭
化
カ
リ

ウ
ム
（
Ｋ
Ｂ
ｒ
）
及
び
２
．
５
ｇ

の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
カ
セ
イ

ソ
ー
ダ
）
を
２
５
ｍ
ｌ
の
蒸
留
水

に
溶
か
し
、
さ
ら
に
蒸
留
水
を
加

え
て
　
１
０
０
ｍ
ｌ
　
と
す
る
。

約
一
昼
夜
放
置
後
、
上
澄
水
を
か

つ
色
ビ
ン
に
移
し
、
密
セ
ン
し
て

暗
所
に
保
管
す
る
。

Ｈ

ｇ

Ｉ

２

分

子

量

＝

４

５

４

．

４
５

Ｋ

Ｂ

ｒ

　

分

子

量

＝

１

１

９

．

０

１

２

（
４
）
　

代
用
比

色
標
準

溶
液

次
の
２
種
の
溶
液
を
次
の
表
に
従

つ
て
混
合
す
る
。

Ｋ

２

Ｐ

ｔ

Ｃ

ｌ

６

分

子

量

＝

４

８

６

．

１

６

１
　
塩
化
白
金
カ
リ
ウ
ム
標
準
溶

液
（
塩
化
白
金
カ
リ
ウ
ム
（
Ｋ
２

Ｐ
ｔ
Ｃ
ｌ
６
）
２
ｇ
を
約
３
０
０

ｍ
ｌ
の
蒸
留
水
に
溶
か
し
、
こ
れ

に
　
１
０
０
ｍ
ｌ
の
濃
塩
酸
を
加

え
て
さ
ら
に
蒸
留
水
で
う
す
め
て

１
ｌ
と
し
た
も
の
。
）

２
　
酸
化
コ
バ
ル
ト
標
準
溶
液

（
塩
化
コ
バ
ル
ト
（
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｌ
２
・

６
Ｈ
２
Ｏ
）
１
２
ｇ
を
　
２
０
０

ｍ
ｌ
の
水
に
溶
か
し
、
こ
れ
に
　

１
０
０
ｍ
ｌ
の
濃
塩
酸
を
加
え
、

さ
ら
に
蒸
留
水
で
う
す
め
て
１
ｌ

と
し
た
も
の
。
）

Ｃ

ｏ

Ｃ

ｌ

２

・

６

Ｈ

２

Ｏ

　

分

子

量
＝

２

３

７

．

９

５

Ｎ

Ｈ

４

―

Ｎ

ｍ

ｇ

１
と
２
と
あ
わ
せ
て
蒸

留
水
で
　
５
０
ｍ
ｌ
に

す
る

（
１
）
　
ｍ

ｌ

（
２
）
　
ｍ

ｌ

０

．

０

０
０

１
．
２

０
．
０

０

．

０

０
２

２
．
８

０
．
０

０

．

０

０
４

４
．
７

０
．
１

０

．

０

０
７

５
．
９

０
．
２

０

．

０

１
０

７
．
７

０
．
５

０

．

０

１
４

９
．
９

１
．
１

０

．

０

１
７

１
１
．
４

１
．
７

０

．

０

２
０

１
２
．
７

２
．
２

０

．

０

２
５

１
５
．
０

３
．
３

０

．

０

３
０

１
７
．
３

４
．
５

０

．

０

３
５

１
９
．
０

５
．
７

０

．

０

４
０

１
９
．
７

７
．
１

０

．

０

４
５

１
９
．
９

８
．
７

０

．

０

５
０

２
０
．
０

１
０
．
４

０

．

０

６
０

２
０
．
０

１
５
．
０

１

７

　

化

学

的

酸

素

消

費

量（

過

マ

ン

ガ

ン

酸

カ

リ

ウ

ム法
）

カ
ル
シ

ウ
ム
イ

オ
ン
の

場
合
に

同
じ
。

１

８

　

生

物

化

学

的

酸

素
（
１
）
　

希
釈
水

貯
蔵
溶
液
Ａ
１
０
ｍ
ｌ
、
貯
蔵
溶

液
Ｂ
１
．
２
５
ｍ
ｌ
を
と
り
、
こ

れ
に
あ
ら
か
じ
め
、
ば
く
気
し
て

消

費

量

放
置
し
て
あ
る
蒸
留
水
を
加
え
て

１
ｌ
と
す
る
。

貯
蔵
溶
液
Ａ
（
３
．
０
ｇ
の
純
無

水
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ｃ
ａ
Ｃ
ｌ

２
）
、
３
．
０
ｇ
の
硫
酸
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
（
Ｍ
ｇ
Ｓ
Ｏ
４
・
７
Ｈ
２

Ｏ
）
、
１
ｍ
ｌ
の
１
％
塩
化
鉄
（
Ｆ

ｅ
Ｃ
ｌ
３
、
６
Ｈ
２
Ｏ
）
溶
液
を

　
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
し

た
も
の
。
）

貯
蔵
溶
液
Ｂ
（
３
４
．
０
ｇ
の
リ

ン
酸
二
水
素
カ
リ
ウ
ム
を
蒸
留
水

約
５
０
０
ｍ
ｌ
に
溶
か
し
、
こ
れ

に
１
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
液

を
加
え
て
ｐ
Ｈ
を
７
．
２
に
す
る
。

次
に
１
．
５
ｇ
の
硫
酸
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
を
加
え
た
後
蒸
留
水
を
加
え

て
１
ｌ
と
し
た
も
の
。
）

（
２
）
　

酒
石
酸

カ
リ
ウ

ム
・
ナ

ト
リ
ウ

ム
溶
液

３
５
０
ｇ
の
ロ
ツ
シ
エ
ル
塩
及
び

１
０
０
ｇ
の
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
蒸
留
水
に
溶
か
し
て
１
ｌ
と
す

る
。

（
３
）
　

硫
酸
第

一
鉄
ア

ン
モ
ニ

ウ
ム
溶

液

１
０
．
７
５
ｇ
の
モ
ー
ル
塩
（
（
Ｎ

Ｈ
４
）
２
Ｆ
ｅ
（
Ｓ
Ｏ
４
）
２
・

６
Ｈ
２
Ｏ
）
及
び
１
０
ｍ
ｌ
の
硫

酸
（
９
５
％
以
上
）
を
蒸
留
水
に

溶
か
し
て
１
ｌ
と
し
、
酸
素
ガ
ス

を
排
除
し
た
蒸
留
水
を
加
え
て
２

倍
に
う
す
め
る
。
こ
の
溶
液
の
力

価
は
あ
ら
か
じ
め
ば
く
気
し
た
蒸

留
水
を
用
い
て
検
定
す
る
。

１

９

　

バ

ク

テ

リ

ア

類

普
通
寒

天
培
地

普
通
ブ
イ
ヨ
ン
１
ｌ
に
寒
天
２
５

な
い
し
３
０
ｇ
を
加
え
、
加
熱
溶

解
し
、
ｐ
Ｈ
６
．
４
な
い
し
　
７
．

０
に
修
正
し
て
清
澄
に
す
る
。

１

９

－

１

　

一

般

細

菌
数

１

９

－

２

　

大
（
１
）
　

乳
糖
ブ

普
通
ブ
イ
ヨ
ン
に
乳
糖
を
０
．

５
％
の
割
合
に
加
え
た
後
、
培
地

１
ｌ
に
対
し
て
Ｂ
Ｔ
Ｂ
溶
液
（
０
．

10



腸

菌

群

イ
ヨ
ン

培
地

２
％
）
を
約
１
２
ｍ
ｌ
を
加
え
、

発
酵
管
に
分
注
し
て
減
菌
す
る
。

（
２
）
　

Ｂ
Ｇ
Ｌ

Ｂ
培
地

１
０
ｇ
の
ペ
プ
ト
ン
及
び
１
０
ｇ

の
乳
糖
を
蒸
留
水
　
５
０
０
ｍ
ｌ

に
溶
か
し
、
新
鮮
牛
胆
汁
２
０
０

ｍ
ｌ
（
又
は
乾
燥
牛
胆
汁
２
０
ｇ

を
蒸
留
水
２
０
０
ｍ
ｌ
に
溶
か
し

た
も
の
ｐ
Ｈ
７
な
い
し
７
．
５
）

を
加
え
、
さ
ら
に
蒸
留
水
を
加
え

て
約
　
９
７
５
ｍ
ｌ
と
し
、
ｐ
Ｈ

７
．
４
に
修
正
す
る
。
次
に
ブ
リ

リ
ア
ン
ト
グ
リ
ー
ン
溶
液
（
０
．

１
％
）
１
３
．
３
ｍ
ｌ
　
を
加
え

全
量
を
１
ｌ
と
し
、
発
酵
管
に
分

注
減
菌
す
る
。
（
ｐ
Ｈ
７
．
１
～

７
．
４
）

（
３
）
　

Ｅ
Ｍ
Ｂ

平
板
培

地

１
０
ｇ
の
ペ
プ
ト
ン
、
２
ｇ
の
リ

ン
酸
二
水
素
カ
リ
ウ
ム
及
び
２
５

な
い
し
３
０
ｇ
の
寒
天
に
蒸
留
水

約
　
９
０
０
ｍ
ｌ
を
加
え
、
煮
沸

溶
解
す
る
、
こ
れ
に
１
０
ｇ
の
乳

糖
、
エ
オ
ヂ
ン
黄
溶
液
（
２
％
）

２
０
ｍ
ｌ
及
び
メ
チ
レ
ン
ブ
ル
ウ

溶
液
（
０
．
５
％
）
１
３
ｍ
ｌ
を

加
え
、
さ
ら
に
蒸
留
水
を
加
え
て

１
ｌ
と
し
て
減
菌
す
る
。

２

０

　

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

中
性
ホ

ル
マ
リ

ン

１
ｇ
の
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
Ｍ

ｇ
Ｏ
）
を
５
０
０
ｍ
ｌ
の
局
方
ホ

ル
マ
リ
ン
に
溶
か
し
上
澄
液
あ
る

い
は
ロ
過
液
を
と
る
。

注
　
使
用
す
る
薬
品
は
、
原
則
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
特
級
以
上

の
も
の
と
す
る
。

別
表
第
五

第
１
部
　
表
示
の
方
法

項
目
（
記
号
）

表
示
の
方
法

１
　
外
観
、
味
及

び
に
お
い

（
１
）
　
水
の
色

イ
　
水
色
　
適
宜

ロ
　
試
水
の
色
　
適
宜

ハ
　
液
の
色
　
適
宜

（
２
）
　
懸
濁
物

イ
　
性
状
　
適
宜

ロ
　
色
　
適
宜

ハ
　
量
　
大
、
小
、
ほ
と
ん
ど
な
し

（
３
）
　
沈
殿
物

イ
　
質
　
適
宜

ロ
　
色
　
適
宜

ハ
　
量
　
大
、
小
、
ほ
と
ん
ど
な
し

（
４
）
　
味

適
宜

（
５
）
　
に
お
い

適
宜

２
　
天
候

晴
、
曇
、
雨
、
雪
等

３
　
気
温
（
Ｔ

ａ
）

単
位
は
℃
と
し
、
０
．
１
℃
位
ま
で

記
す
。

４
　
水
温
（
Ｔ

ｗ
）

単
位
は
℃
と
し
、
０
．
１
℃
位
ま
で

記
す
。

５
　
ｐ
Ｈ

０
．
１
位
ま
で
記
し
、
使
用
し
た
試

薬
又
は
器
械
を
併
記
す
る
。

６
　
Ｒ
ｐ
Ｈ

ｐ
Ｈ
に
同
じ
。
な
お
、
測
定
時
の
水

温
を
付
記
す
る
。

７

　

電

導

度

（λ

）

単
位
は
１
０－

４
ｍ
ｈ
ｏ
／
ｃ
ｍ
　

と
し
、
有
効
数
字
は
２
け
た
又
は
３

け
た
と
す
る
。

比
抵
抗
（ρ

ｗ
）
比
抵
抗
の
単
位
は
１
０
３Ω

―

ｃ
ｍ

と
し
、
有
効
数
字
は
２
け
た
又
は
３

け
た
と
す
る
。

８
　
濁
度
（
Ｔ
ｕ

ｂ
）

有
効
数
字
は
２
け
た
で
、
１
位
以
下

は
切
捨
て
る
。
こ
の
１
単
位
は
白
陶

土
を
基
準
と
す
る
濁
度
１
度
に
相
当

す
る
。

９
　
透
明
度
（
Ｔ

ｒ
ｐ
）

単
位
は
ｍ
と
し
、
０
．
１
ｍ
位
ま
で

記
す
。

１
０
　
溶
存
酸
素

ガ
ス
（
Ｄ
Ｏ
）

単
位
は
｛
Ｏ
２
ｍ
ｇ
／
ｌ
　
０
．
０

１
ｍ
ｇ
位
ま
で
記
す
。
｝

｛
酸
素
飽
和
度
％
（
表
示
は
Ｏ
２
％
）

０
．
１
位
ま
で
記
す
。
｝
併
用

１
１
　
全
蒸
発
残

留
物
（
Ｔ―

Ｒ

ｅ
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
と
し
、
１
ｍ
ｇ
位

ま
で
記
す
。

１
２
　
溶
解
性
蒸

発
残
留
物
（
Ｓ―

Ｒ
ｅ
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
と
し
、
１
ｍ
ｇ
位

ま
で
記
す
。

１
３
　
懸
濁
物

（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｐ
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
と
し
、
１
ｍ
ｇ
位

ま
で
記
す
。

１
４
　
ナ
ト
リ
ウ

ム
イ
オ
ン
（
Ｎ
ａ

＋
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け
た
又

は
３
け
た
と
す
る
。

１
５
　
カ
リ
ウ
ム

イ
オ
ン
（
Ｋ
＋
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け
た
又

は
３
け
た
と
す
る
。

１
６
　
カ
ル
シ
ウ

ム
イ
オ
ン
（
Ｃ
ａ

２
＋
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け
た
又

は
３
け
た
と
す
る
。

１
７
　
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
（
Ｍ

ｇ
２
＋
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け
た
又

は
３
け
た
と
す
る
。

１
８
　
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ

硬
度
（
Ｈ
ｄ
）

単
位
は
ｍ
ｅ
／
ｌ
及
び
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｏ
３

ｍ
ｇ
／
ｌ
を
併
記
す
る
。
有
効
数
字

は
２
け
た
又
は
３
け
た
と
す
る
。

１
９
　
塩
素
イ
オ

ン
（
Ｃ
ｌ－

）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け
た
又

は
３
け
た
と
す
る
。

２
０
　
硫
酸
イ
オ

ン
（
Ｓ
Ｏ
４
２

－

）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け
た
又

は
３
け
た
と
す
る
。

２
１
　
ア
ル
カ

リ
度

ｐ
Ｈ
４
．
３
　
ア

ル
カ
リ
度
（
４
．

３
Ｂ
ｘ
）

ｐ
Ｈ
８
．
４
　
ア

ル
カ
リ
度
（
８
．

４
Ｂ
ｘ
）

単
位
は
ｍ
ｅ
／
ｌ
及
び
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｏ
３

ｍ
ｇ
／
ｌ
を
併
記
す
る
。
有
効
数
字

は
２
け
た
又
は
３
け
た
と
す
る
。

２
２
　
酸
度

ｐ
Ｈ
４
．
３
酸
度

（
４
．
３
Ａ
ｘ
）

ｐ
Ｈ
８
．
４
酸
度

（
８
．
４
Ａ
ｘ
）

単
位
は
ｍ
ｅ
／
ｌ
及
び
Ｃ
ａ
Ｃ
Ｏ
３

ｍ
ｇ
／
ｌ
を
併
記
す
る
。
有
効
数
字

は
２
け
た
又
は
３
け
た
と
す
る
。

２
３
　
ケ
イ
酸

（
比
色
ケ
イ
酸
Ｓ

ｉ
Ｏ
２
＊
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
　
ｍ
　
ｍ
ｏ

ｌ
を
併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
２
け

た
又
は
３
け
た
と
す
る
。

２
４
　
鉄

（
酸
可
溶
性
鉄
Ｆ

ｅ
＊
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
びμ

ｍ
ｏ
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
１
け
た
又

は
２
け
た
と
す
る
。

２
５
　
リ
ン

（
可
溶
性
リ
ン
Ｐ

＊
）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
びμ

ｍ
ｏ
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
１
け
た
又

は
２
け
た
と
す
る
。

２
６
　
亜
硝
酸
イ

オ
ン

（
Ｎ
Ｏ
２－

）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
びμ

ｍ
ｏ
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
１
け
た
又

は
２
け
た
と
す
る
。
（
表
示
は
窒
素
と

し
て
表
わ
し
、
記
号
は
Ｎ
Ｏ
２－

―

Ｎ
と
す
る
。
）

２
７
　
硝
酸
イ

オ
ン

（
Ｎ
Ｏ
３－

）

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
びμ

ｍ
ｏ
ｌ
を

併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
１
け
た
又

は
２
け
た
と
す
る
。
（
表
示
は
窒
素
と

し
て
表
わ
し
、
記
号
は
Ｎ
Ｏ
３－

―

Ｎ
と
す
る
。
）

２
８
　
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
イ
オ
ン

単
位
は
ｍ
ｇ
／
ｌ
お
よ
びμ

ｍ
ｏ
ｌ

を
併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
１
け
た

（
Ｎ
Ｈ
４
＋
）

又
は
２
け
た
と
す
る
。
（
表
示
は
窒
素

と
し
て
表
わ
し
、
記
号
は
Ｎ
Ｈ
４
＋

―

Ｎ
と
す
る
。
）

２
９
　
化
学
的
酸

素
消
費
量

（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）

単
位
は
Ｏ
２
ｍ
ｇ
／
ｌ
及
び
ｍ
ｅ
／

ｌ
を
併
記
す
る
。
有
効
数
字
は
１
け

た
か
ら
３
け
た
ま
で
と
す
る
。

３
０
　
生
物
化
学

的
酸
素
消
費
量

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

単
位
は
Ｏ
２
ｍ
ｇ
／
ｌ
又
は
ｐ
ｐ
ｍ

及
び
ｍ
ｅ
／
ｌ
を
併
記
す
る
。

３
１
　
バ
ク
テ
リ

ア
類

一
般
細
菌
数

１
ｍ
ｌ
中
の
集
落
数
が
上
位
か
ら
続

け
て
３
個
以
上
の
有
効
数
字
を
含
ま

な
い
よ
う
に
略
算
し
て
表
示
す
る
。

大
腸
菌
群

１
ｍ
ｌ
中
の
最
確
数

３
２
　
プ
ラ
ン
ク

ト
ン

単
位
は
ｍ
ｌ
／
１
と
し
、
沈
殿
管
の

目
盛
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
読
む
。
な

お
、
懸
濁
物
を
含
む
場
合
は
そ
の
旨

を
付
記
す
る
。
種
類
は
顕
微
鏡
で
見

て
多
い
も
の
を
記
す
。

第
２
部
　
略
字
、
略
号
及
び
記
号

略
字
略
号
及
び
記
号
略
字
略
号
及
び
記
号
の
意
味

℃

摂
氏
度

ｍ
ｈ
ｏ

ム
オ
ー

Ω

オ
ー
ム

ｃ
ｍ

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ｍ

メ
ー
ト
ル

ｍ
ｇ

ミ
リ
グ
ラ
ム

ｇ

グ
ラ
ム

ｍ
ｅ

ミ
リ
グ
ラ
ム
当
量

μ

ｍ
ｏ
ｌ

マ
イ
ク
ロ
モ
ル

ｍ
ｍ
ｏ
ｌ

ミ
リ
モ
ル

ｍ
ｏ
ｌ

モ
ル

％

パ
ー
セ
ン
ト

ｍ
ｌ

ミ
リ
リ
ツ
ト
ル

ｌ

リ
ツ
ト
ル

Ｏ
２―

％

酸
素
飽
和
度

塩
酸
あ
る
い
は
硫
酸

（
１
＋
１
）

濃
塩
酸
あ
る
い
は
濃
硫
酸
１
容
に

対
し
蒸
留
水
１
容
の
溶
液

（
１
＋
３
）

濃
塩
酸
あ
る
い
は
濃
硫
酸
１
容
に

対
し
蒸
留
水
３
容
の
溶
液

（
１
＋
５
）

濃
塩
酸
あ
る
い
は
濃
硫
酸
１
容
に

対
し
蒸
留
水
５
容
の
溶
液

Ｔ
ａ

気
温

Ｔ
ｗ

水
温

λ

電
導
度

ρ

ｗ

比
抵
抗
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Ｔ
ｕ
ｂ

濁
度

Ｔ
ｒ
ｐ

透
明
度

Ｄ
Ｏ

溶
存
酸
素
ガ
ス

Ｔ－
Ｒ
ｅ

全
蒸
発
残
留
物

Ｓ－

Ｒ
ｅ

溶
解
性
蒸
発
残
留
物

Ｓ
ｕ
ｓ
ｐ

懸
濁
物

Ｎ
ａ
＋

ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

Ｋ
＋

カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

Ｃ
ａ
２
＋

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

Ｍ
ｇ
２
＋

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

Ｈ
ｄ

Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
硬
度

Ｃ
ｌ－

塩
素
イ
オ
ン

Ｓ
Ｏ
４
２－

硫
酸
イ
オ
ン

４
．
３
Ｂ
ｘ

ｐ
Ｈ
４
．
３
　
ア
ル
カ
リ
度

８
．
４
Ｂ
ｘ

ｐ
Ｈ
８
．
４
　
ア
ル
カ
リ
度

４
．
３
Ａ
ｘ

ｐ
Ｈ
４
．
３
　
酸
度

８
．
４
Ａ
ｘ

ｐ
Ｈ
８
．
４
　
酸
度

Ｓ
ｉ
Ｏ
２
＊

比
色
ケ
イ
酸

Ｆ
ｅ
＊

酸
可
溶
性
鉄

Ｐ
＊

可
溶
性
リ
ン

Ｎ
Ｏ
２－

―

Ｎ

亜
硝
酸
イ
オ
ン

Ｎ
Ｏ
３－

―

Ｎ

硝
酸
イ
オ
ン

Ｎ
Ｈ
４
＋―

Ｎ

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン

Ｃ
Ｏ
Ｄ

化
学
的
酸
素
消
費
量

Ｂ
Ｏ
Ｄ

生
物
化
学
的
酸
素
消
費
量

注
　
略
字
、
略
号
及
び
記
号
は
、
別
表
第
二
、
三
、
四
に

お
い
て
使
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
わ
せ
て
あ
げ
た
。

別
表
第
六

（
略
）

別
表
第
七

（
略
）

別
表
第
八

第
１
部
　
濃
度
の
区
分

水

質
平均値表の項目番号

項
目

階
級

Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ＩＩ

Ｉ
Ｖ

Ｖ

Ｖ
Ｉ

３

ｐ
Ｈ

｝
４

４

．４

５

．６

６

．６

７

．６

８

．４

４

Ｒ
ｐＨ

．３以下

～５．５

～６．５

～７．５

～８．３

以上

５

電
導度

１
０－４

ｍ
ｈ
ｏ

／
ｃ

ｍ

０

．４０以下

０

．４１～０．８０

０

．８１～１．６０

１

．６１～３．２０

３

．２１～６．４０

６

．４１以上

６

比
抵抗

１
０
３

Ω

ｃ
ｍ

２
５以上

２
４．９～１２．６

１
２．５～６．２５

６

．２５～３．１３

３

．１２～１．５６

１

．５５以下

７

濁
度

１
０以下

１
１～２０

２
１～４０

４
１～８０

８
１～１６０

１
６１以上

９

溶
存酸素ガス

Ｏ
２
％

１
０以下

１
１～４０

４
１～７０

７
１～９０

９
１～１１０

１
１１以上

１
０

全
蒸発残留物

ｍ

ｇ
／
ｌ

｝
４０以下

４
１～８０

８
１～１６０

１
６１～３２０

３
２１～６４０

６
４１以上

１
１

溶
解性蒸発残留物

ｍ

ｇ
／
ｌ

１
２

懸
濁物

ｍ

ｇ
／
ｌ

１
０以下

１
１～

２
１～

４
１～

８
１～１

１
６１

２０

４０

８０

６０

以上

１
３

ナ
トリウムイオン

ｍ

ｅ
／
ｌ

｝
０．１０以上

０

．１１～０．２０

０

．２１～０．４０

０

．４１～０．８０

０

．８１～１．６０

１

．６１以下

１
４

カ
リウムイオン

ｍ

ｅ
／
ｌ

１
５

カ
ルシウムイオン

ｍ

ｅ
／
ｌ

１
６

マ
グネシウムイオン

ｍ

ｅ
／
ｌ

１
８

Ｅ
ＤＴＡ硬度

ｍ

ｅ
／
ｌ

１
９

塩
素イオン

ｍ

ｅ
／
ｌ

２
０

硫
酸イオン

ｍ

ｅ
／
ｌ

（
（
２

１
）

）

ア
ルカリ度

ｍ

ｅ
／
ｌ

（
（
２

３
）

）

（
（
２

４
）

）

酸
度

ｍ

ｅ
／
ｌ

（
（
２

５
）

）

（
（
２

６
）

）

ケ
イ酸

ｍ

ｍ
ｏ
ｌ

１
７

陽
イオンの合計

ｍ

ｅ
／
ｌ

｝
０．４０以下

０

．４１～０．８０

０

．８１～１．６０

１

．６１～３．２０

３

．２１～６．４０

６

．４１以上

（
（
２

２
）

）

陰
イオンの合計

ｍ

ｅ
／
ｌ

（
（
２

７
）

）

鉄

ｍ

ｇ
／
ｌ

０

．１０以下

０

．１１～０．３０

０

．３１～０．９０

０

．９１～２．７

２

．８～８．０

８

．１以下

（
（
２

８
）

）

リ
ン

ｍ

ｇ
／
ｌ

｝
０．０１０以下

０

．０１１～０．０３０

０

．０３１～０．０９０

０

．０９１～０．２７

０

．２８～０．８０

０

．８１以上

（
（
３

１
）

）

ア
ンモニウムイオン

ｍ

ｇ
／
ｌ

12



―

Ｎ

（
（
２

９
）

）

亜
硝酸イオン

―
Ｎ

ｍ

ｇ
／
ｌ

（
（
３

０
）

）

硝
酸イオン

―

Ｎ

ｍ

ｇ
／
ｌ

０

．０２以下

０

．０３～０．１０

０

．１１～０．３０

０

．３１～１．０

１

．１～３．０

３

．１以上

（
（
３

２
）

）

化
学的酸素消費量

ｍ

ｅ
／
ｌ

０

．１０以下

０

．１１～０．２０

０

．２１～０．４０

０

．４１～０．８０

０

．８１～１．６０

１

．６１以上

注
１
　
さ
ら
に
細
分
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
記
号
の
中
に

番
号
を
付
す
る
な
ど
適
宜
の
方
法
に
よ
つ
て
区
分
す

る
。

２
　
比
抵
抗
と
は
、
地
下
水
調
査
の
場
合
の
水
比
抵
抗
を

い
う
。

第
２
部
　
分
布
図
の
様
式

（１）
　
記
号

区
分

記
号

記
号
の
表

示
の
方

法

形

状

及

び

大

き
さ

線
色

彩
色

線
幅

階

級Ｉ

図

　

（

略

）

　
５
．

０

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

黒

青

採
水
地
点

の
位
置

に
表
示

し
、
円

の
中
心

を
地
点

上
の
位

置
に
一

階

級ＩＩ

５

．

０

ミ

リ

メ

ー

ト
ル

０
．２ミリメートル

緑

致
さ
せ

る
。

階

級ＩＩＩ

５

．

０

ミ

リ

メ

ー

ト
ル

黄

階

級ＩＶ

５

．

０

ミ

リ

メ

ー

ト
ル

だ
いだい

階

級Ｖ

５

．

０

ミ

リ

メ

ー

ト
ル

桃

階

級ＶＩ

５

．

０

ミ

リ

メ

ー

ト
ル

赤

地

点番号

ア

ラ

ビ

ヤ

数

字

赤

濃
度
の
階

級
を
表

示
す
る

記
号
か

ら
右
へ

２
．
０

　
ミ
リ

メ
ー
ト

ル
離
し

て
記
入

す
る
。

ゴ

ジ

ツ

ク
体

０
．２ミリメートル

左
横
書

字

高

お

お

む

ね
４
．

０

ミ

リ

メ

ー

ト

ル
字

隔

お

お

む

ね
１
．

０

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

注
１
　
記
号
の
形
状
、
大
き
さ
及
び
線
幅
は
、
印
刷
す
る
場

合
を
除
き
、
誤
解
を
生
じ
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
多

少
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
２
種
以
上
の
項
目
に
つ
い
て
こ
れ
を
一
枚
の
図
に
表

示
す
る
場
合
は
、
項
目
を
示
す
記
号
を
濃
度
記
号
の
上

に
記
す
。

（２）
　
整
飾

区
分

地
形
図
上
に
表
示

す
る
場
合

印
刷
す

る
場

合

色

黒
又
は
そ
の
他
の

色

表
題

〇
〇
川
水
系
項
目

別
水
質
分
布
図

（
項
目
名
）

書
体

直
立
等
線
体
、
左

横
書

字
大

お
お
む
ね
１
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

字
隔

お
お
む
ね
３
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

位
置

図
名
の
お
お
む
ね

５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
上
部

図
名

基
図
の
ま
ま
と
す

る
。

調

査

期

間

書
体

直
立
等
線
体
、
左

横
書

字
大

お
お
む
ね
５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

字
隔

お
お
む
ね
１
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

位
置

図
郭
の
端
か
ら
お

お
む
ね
２
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
上
部

で
図
名
の
左
側

実

施

機

関
名

書
体

直
立
等
線
体
、
左

横
書

字
大

お
お
む
ね
５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

字
隔

お
お
む
ね
１
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

位
置

図
郭
の
端
か
ら
お

お
む
ね
２
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
上
部

で
図
名
の
右
側

作

成

機

関

名

又

は

作

成

者

氏

名

書
体

直
立
等
線
体
、
左

横
書

字
大

お
お
む
ね
５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

字
隔

お
お
む
ね
１
ミ
リ

メ
ー
ト
ル

位
置

図
郭
の
下
辺
の
左

辺
か
ら
右
へ
１

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
下
辺
か
ら

２
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
離
し
て
記
入

す
る
。

記
号
及
び
そ
の

説
明

基
図
の
符
号
の
左

余
白
に
記
載
す

る
。

基
図
の

符
号

と
同

一
の

場
所

に
記

載
す

る

。

（

基
図
に

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
を

除
く

。
）

別
表
第
九

水
質
説
明
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

１
　
調
査
単
位
地
域
の
概
要

２
　
調
査
及
び
分
析
の
方
法

３
　
水
質
の
概
要

４
　
水
質
の
各
項
目
ご
と
の
説
明

５
　
水
質
の
地
域
的
性
状
及
び
時
間
的
変
動
状
況
等

６
　
降
水
量
及
び
流
量
の
表
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